
はじめに

　平成 年 月 日に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会より「児童生徒の
学習評価の在り方について（報告）」が出された。それにより、これからの学校教育にお
ける評価は、「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」の 観点
で行われることが方向付けられた。
　国語科においては、この観点を「関心・意欲・態度」「話すこと・聞くこと」「書くこ
と」「読むこと」「言語に関する知識・理解・技能」の観点に分けて評価することになっ
た。
　ただ、国語科においては、いわゆる 観点における「思考・判断・表現」と「技能」の
内容が、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に含まれているため、他教科と
評価の示し方の違いが出ている。
　今回の学習指導要領の改定に伴う評価の在り方において、特に、「新しい学習指導要領
においては、思考力・判断力・表現力等を育成するため、基礎的・基本的な知識・技能を
活用する学習活動を重視するとともに、論理や思考等の基盤である言語の果たす役割を踏
まえ、言語活動を充実すること」としている。
　したがって、「これらの能力を適切に評価し、一層育成していくため、各教科の内容等
に即して思考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に評価する観点（以下、
思考・判断・表現という。）を設定することが適当である」と指摘しており、その観点の
内容としての「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」を、いかに行うのか、と
いうことが問われている。
　本研究においては、中学校国語科の授業において、指導と評価の一体化を図り、各単元
の中で言語活動をいかに行っているか、とりわけ「思考力・判断力・表現力」の評価に焦
点を当てて、実践を通して研究することを目的として行った。
　国語科においては、特に、国語科の指導計画に指導事項と言語活動を明示し、単元全体
の学習のプロセスにおけるそれらの位置付けを明らかにし、国語科におけるカリキュラム・
マネジメントとして指導と評価を行う必要がある。
　そこで、言語活動を通して言語能力を育成する、ということを踏まえながら国語科にお
ける「思考・判断・表現」の評価について、実践を通して研究を行った。ここでは特に、
「思考力・判断力・表現力」を育成するための指導と評価の一体化についての研究を通し、
「思考力・判断力・表現力」を評価するための評価規準の設定や評価方法について、その
具体的な方策について実践を通して検証した。

　　平成26年 月28日
研究代表者　 木展郎　
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　研究の目的
　本研究は、中学校国語科の授業において、指導と評価の一体化を図り、単元を貫く言語
活動を通して育成する「思考力・判断力・表現力」の評価に焦点を当てて、実践を通して
研究することを目的とする。
　平成 年 月 日に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会より「児童生徒の
学習評価の在り方について（報告）」が出され、これからの学習評価の在り方の改善のた
めに必要な事項が示された。そこでは、「新しい学習指導要領においては、思考力・判断
力・表現力等を育成するため、基礎的・基本的な知識・技能を活用する学習活動を重視す
るとともに、論理や思考等の基盤である言語の果たす役割を踏まえ、言語活動を充実する
こととしている。これらの能力を適切に評価し、一層育成していくため、各教科の内容等
に即して思考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に評価する観点（以下、
思考・判断・表現という。）を設定することが適当である」と指摘している。
　これを受けて平成 年 月に文部科学省より出された「言語活動の充実に関する指導事
例集〜思考力・判断力・表現力等の育成に向けて〜」では、「各教科等における言語活動の
充実の意義」として、「各教科等における言語活動の充実に当たっては、これまでの言語活
動を通じた指導について把握・検証した上で、各教科等の目標と指導事項との関連及び児
童生徒の発達の段階や言語能力を踏まえて言語活動を計画的に位置付け、授業の構成や指
導の在り方自体を工夫・改善していくことが求められる。」として、カリキュラム・マネ
ジメントを適正に行うことの重要性を指摘し、「学習指導の改善や教育課程全体の改善に
つながる学習評価の意義・目的を踏まえ、言語活動を通して育成する、思考力、判断力、
表現力等について、各教科の対応する観点において適切に評価することが求められる。」
と述べている。
　国語科においてそのようなカリキュラム・マネジメントを行うためには、国語科の指導
計画に指導事項と言語活動を明示し、単元全体の学習のプロセスにおけるそれらの位置付
けを明らかにして指導と評価を行う必要がある。
　国語科においては「話すこと・聞くこと」「書くこと」 及び 「読むこと」の各領域に
おいて、言語活動を通して言語能力を育成している。したがって、「思考力・判断力・表現
力」についてのそれぞれの領域における単元を貫く言語活動を通して育成し評価すること
になる。これらを踏まえ、国語科における「思考・判断・表現」の評価について、実践を
通して研究していくことを目指して、本研究会を発足させた。
 

第 章

国語科における「思考・判断・表現」の評価に関する研究
研究の経緯と成果

横浜市立港南台第一中学校　三藤　敏樹
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　研究の方法
　本研究では、現在の我が国の教育を形作る理論を踏まえた上で、中学校における授業実
践を通した臨床的な研究を推進することを柱としている。特に授業における学習者として
の生徒の成長・変容を見取るとともに、生徒による授業評価を行い、それらのリフレクシ
ョン（振り返り跡づけして再構成し、吟味して意味付ける行為）を学習方法や評価にフィ
ードバックし、さらなる改善を目指す、いわゆる「ＰＤＣＡサイクル」に「Ｉ」（＝innovation, 
improvement）を加えた「カリキュラム・マネジメント」のあり方を描くことを目指して
議論してきた。
　具体的には、「 　研究の目的」で述べた「単元全体の学習のプロセスにおける指導事項
と言語活動の位置付けを明らかにした学習指導計画」のためのツールとしての「プロセス
重視の学習指導案」の開発を通して、中学校国語科のカリキュラム・マネジメントの在り
方を考察した。

　 年間の研究成果
　平成24年度は 回の研究会を開催し、各メンバーの実践に基づき次の内容について研究
を進めた。
　（1） 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」のそれぞれについての授業に

おける言語活動の開発。
　（2） 言語活動を通して育成する「思考力・判断力・表現力」の適切な評価のための

「プロセス重視の学習指導案」について、授業実践を通して検討。

　平成25年度は 回の研究会を開催し、各メンバーの実践に基づき次の内容について研究
を進めた。
　（1） 平成22年度の研究成果の中間まとめと整理。
　（2） 国立教育政策研究所より示された「評価規準の作成のための参考資料」（平成22

年11月）ならびに文部科学省より示された「言語活動の充実に関する指導事例集〜
思考力、判断力、表現力の育成に向けて〜」（平成23年 月）等を活用しながら平
成22年度の研究成果を検討し、「プロセス重視の学習指導案」を核としたカリキュラ
ム・マネジメントの在り方について研究。

　（3） 小中 年間を見通した国語科の授業の在り方や他教科等との関連についての検討
と校内研究の在り方の検討。

　平成24〜25年度は、メンバーの中村、小清水、三藤が神奈川県公立中学校教育研究会国
語科部会の役員を担当していたこともあり、その活動と連動しながら横浜国立大学教育人
間科学部附属教育デザインセンター、神奈川県教育委員会、市町村教育委員会等のリソー
スも活用しながら研究を推進した。平成25年度には、平成25年度第56回全関東地区中学校
国語教育研究協議会（茨城大会）第 分科会　読むこと（説明的な文章）の提案が神奈川
県に依頼され、メンバーの青木弘副校長が助言者を担当した関係で、発表を担当した伊勢
原地区の先生方の提案内容をメンバーの中村慎輔教諭が主宰する学習会「縹の会」との合同
研究会で行い、当日の発表にも中村、小清水、三藤が参加するなどバックアップを行った。
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　そして、メンバーの勤務校である横浜市立港南台第一中学校、横浜市立南高等学校附属
中学校、三浦市立三崎中学校、愛川町立愛川東中学校の研究発表会・公開授業研究会への
参加や、横浜国立大学主催の国語教育デザインフォーラム等に積極的に参加し、相互の研
究成果を交流した。
　これらの成果をまとめた研究報告書を作成した。

　研究の組織　…　研究会の名称は「ＴＭの会」（ＴＭ＝teaching method）
 

第 章

分　　　担所　　　属氏　名

研究テーマに関わる理論
顧問（研究会への指導助言）

横浜国立大学教育人間科学部
教授

木　展郎

研究テーマに関わる理論
顧問（研究会への指導助言）

横浜国立大学教育人間科学部
主任研究員

三浦　修一

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践／総　括（研究会の運営）

横浜市立港南台第一中学校
主幹教諭

三藤　敏樹

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践に対する指導助言

茅ヶ崎市教育委員会教育推進部
学校教育指導課指導主事

高橋　　励

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践／総　括（研究会の運営）

横浜国立大学教育人間科学部
附属鎌倉中学校　副校長

青木　　弘

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践に対する指導助言

横浜市立南高等学校
附属中学校主幹教諭

竹下　恭子

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

三浦市立三崎中学校
総括教諭

小清水宣雄

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

愛川町立愛川東中学校
教諭

中村　慎輔

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜市立南高等学校
附属中学校教諭

山内　裕介

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

茅ヶ崎市立浜須賀中学校
教諭

小林美佐子

研究テーマに関わる学習指導と評価の
開発・実践

横浜隼人中学・高等学校
教諭

南崎　徳彦

（平成 年 月現在）
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　研究会の記録

 
Ⅰ　第 年次（平成24年度）

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜　
　会場　ウイリング横浜　 階　会議室Ⅰ
　参加者
　　　 木　展郎、三浦　修一、高橋　　励、小清水宣雄、中村　慎輔、山内　裕介、
　　　小林美佐子、南崎　徳彦、三藤　敏樹
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団　事務局長）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　吉川　宏志（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　　　佐野　直樹（株式会社新学社中学事業部営業部）
　内容
　（1） 挨拶（日本教材文化研究財団　佐藤）、自己紹介等
　（2） 事業計画の確認
　（3） 研究協議
　　ア　今後の研究の方向性
　　イ　神奈川県公立中学校教育研究会国語科部会（県中国研）・総会における小林

先生の提案について
　　ウ　平成22〜23年度の研究報告書の作成について
　次回の学習会について

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　かながわ労働プラザ　特別会議室
　参加者
　　　 木　展郎、三浦　修一、竹下　恭子、小清水宣雄、中村　慎輔、山内　裕介、
　　　南崎　徳彦、三藤　敏樹
　　　　木村信一郎　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　須田　絵里　先生（茅ヶ崎市立中島中学校　教諭）
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団　事務局長）
　　　　新免　利也（公益財団法人日本教材文化研究財団　専務理事）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　吉川　宏志（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　　　前辻　文恵（株式会社新学社中学編集部）
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　　　　赤井かおる（株式会社新学社中学編集部）
　　　　佐野　直樹（株式会社新学社中学事業部営業部）
　　　　山本　英嗣（株式会社新学社中学事業部営業部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　佐藤
　（2） 講話「これからの時代に求められる国語の学力〜思考力・判断力・表現力を

育成する授業づくり」（ 木　展郎　先生）
　（3） 文書報告「全日中群馬大会　グループ研究報告　〜仲間とともに取り組む〜」

（小林　美佐子　先生・須田　絵里　先生）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　かながわ労働プラザ　特別会議室
　参加者
　　　小清水宣雄、中村　慎輔、南崎　徳彦、小林美佐子、三藤　敏樹
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団　前事務局長）
　　　　菅原　康夫（公益財団法人日本教材文化研究財団　事務局長）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　吉川　宏志（株式会社新学社小学事業部編集部課長）
　　　　前辻　文恵（株式会社新学社中学事業部編集部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　佐藤
　（2） 研究協議
　　ア　「中学校国語科の授業におけるパフォーマンス評価について」（三藤）
　　イ　研究協議Ⅱ「学校案内パンフレット（非連続型テキスト）を活用した読むこ

との授業」（中村）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　かながわ労働プラザ　特別会議室
　参加者
　　　三浦　修一、小清水宣雄、中村　慎輔、南崎　徳彦、竹下　恭子、山内　裕介、
　　　青木　　弘、三藤　敏樹
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
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　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　前辻　文恵（株式会社新学社中学事業部編集部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　鍛治
　（2） 研究協議
　　ア　神奈川県中学校教育研究会国語科部会秋季授業研究会（三浦市立三崎中）に

おける授業内容の検討（小清水）
　　イ　愛川町立愛川東中学校・校内授業研究会の報告（中村）
　　ウ　大阪府高槻市立冠中学校・校内授業研究会の報告（三藤）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　神奈川近代文学館　中会議室
　参加者
　　　三浦　修一、小清水宣雄、中村　慎輔、南崎　徳彦、青木　　弘、
　　　山内　裕介、三藤　敏樹
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　今井　優維　先生（平塚市立浜岳中学校　教諭）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　佐藤・鍛治
　（2） 研究協議
　　ア　「論理の展開に着目して読もう〜新聞の社説を比較する」（今井先生・三藤）
　　イ　「中学校国語科におけるノート指導の在り方について」（三浦）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】（「縹の会」との合同学習会）

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　プロミティあつぎ　 階特別会議室
　参加者
　　　高橋　　励、小清水宣雄、中村　慎輔、青木　　弘、小林美佐子、三藤　敏樹
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　佐藤　明子　先生（伊勢原市立成瀬中学校）
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第 章

　　　　西村　貴子　先生（伊勢原市立山王中学校）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　佐藤・鍛治
　（2） 研究協議
　　　　平成25年度第56回全関東地区中学校国語教育研究協議会（茨城大会）に向けて
　　　　第 分科会　読むこと（説明的な文章）「モアイは語る」（佐藤先生・西村先生）
　連絡、次回の学習会について

Ⅱ　第 年次（平成25年度）

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　ＴＫＰ横浜駅西口カンファレンスセンター　ミーティングルーム Ａ
　参加者
　　　三浦　修一、高橋　　励、竹下　恭子、小清水宣雄、中村　慎輔、青木　　弘、
　　　山内　裕介、南崎　徳彦、三藤　敏樹
　　　　菅原　康夫（公益財団法人日本教材文化研究財団　事務局長）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　菅原・鍛治
　（2） 研究協議
　　ア　平成24年度の活動の振り返りと平成25年度の方向性
　　イ　第 回学習会に向けて、次回の学習会で 木展郎先生にご講演いただく内容

の検討（テーマは「評価」について）
　　ウ　研究報告書の内容検討
　　エ　フランス（パリ）・連合王国（ロンドン）海外視察報告と問題提起（三浦先生）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　ＴＫＰ横浜ビジネスセンター　 階
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　参加者
　　　 木　展郎、高橋　　励、青木　　弘、小清水宣雄、中村　慎輔、小林美佐子
　　　南崎　徳彦、山内　裕介、三藤　敏樹
　　　　渡邊　憲一　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校研究主任）
　　　　將基面　武　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校研究推進委員）
　　　　吉田　早希　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校研究推進委員）
　　　　木村信一郎　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校国語科）
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校国語科）
　　　　鈴野　江里　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校美術科）
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　百武　宣博（株式会社新学社執行役員・企画開発部部長）　
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部課長）
　　　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　　　太田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　　　吉川　宏志（株式会社新学社小学事業部編集部課長）
　　　　廣 　春音（株式会社新学社小学事業部編集部）
　　　　西出　統真（株式会社新学社中学事業部営業部）
　内容
　（1） 挨拶、自己紹介　
　（2） 講話「評価について」（ 木　展郎　先生）
　連絡、次回の学習会について

【第 回】

　日時・会場　平成 年 月 日（月）
　　　　　　　　　　 ： 〜 ： 　かながわ労働プラザ第 会議室
　　　　　　　　　　 ： 〜 ： 　川崎市教育会館 階大会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国語教育実践フォーラム in Kawasaki」
　参加者
　　　 木　展郎、三浦　修一、小清水宣雄、中村　慎輔、青木　　弘、竹下　恭子
　　　山内　裕介、南崎　徳彦、三藤　敏樹
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　積山　昌典　先生（広島市立広島中等教育学校　教諭）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
　　　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　　　　西出　統真（株式会社新学社中学事業部営業部）
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第 章

　　　　吉川　宏志（株式会社新学社小学事業部編集部課長）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　鍛治
　（2） 研究協議
　　ア　 分間スピーチ「部活紹介」相互評価について（中村）
　　イ　「図表の役割に注意しながら、説明の文章を読もう
　　　　　辻　大和「シカの『落ち穂拾い』フィールドノートの記録から」（光村 年）

（横浜市教育課程研究委員会での提案の検討）（三藤）
　　ウ　「説明的文章をどう読みどう生かすか〜積み重ねを大切にする指導方法の工

夫改善」（全関東地区中学校国語教育研究協議会での提案の検討）（青木）
　（3） 「国語教育デザインフォーラム in Kawasaki」への参加（運営補助を含む）
　　　　主催：横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセンター
　連絡、次回の学習会について

【第10回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　かながわ労働プラザ第 会議室
　参加者
　　　三浦　修一、小清水宣雄、中村　慎輔、青木　　弘、小林美佐子、南崎　徳彦、
　　　山内　裕介、三藤　敏樹
　　　　桐ヶ谷芳宣　先生（横浜市立藤の木中学校教諭）
　　　　千葉宏太郎　さん（國學院大學文学部 年）
　　　　菅原　康夫（公益財団法人日本教材文化研究財団事務局長）
　　　　佐藤　　昇（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　菅原
　（2） 研究協議
　　ア　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校の発表会の報告（青木、三浦、

中村）
　　イ　愛川東中学校の研究会の報告（中村、三浦）
　　ウ　三崎中学校の研究会の報告（小清水、三浦、三藤）
　　エ　政令指定都市中学校国語教育研究協議会における横浜の提案について（三藤）
　　オ　全日本中学校国語教育研究協議会北海道大会の報告（山内）
　連絡、次回の学習会について
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【第11回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　かながわ労働プラザ第 会議室
　参加者
　　　三浦　修一、高橋　　励、小清水宣雄、中村　慎輔、　青木　　弘、南崎　徳彦、
　　　山内　裕介、三藤　敏樹
　　　　増田　友昭　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　木村信一郎　先生（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校　教諭）
　　　　鍛治　紀彦（公益財団法人日本教材文化研究財団）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
　　　　大田　誠二（株式会社新学社中学事業部編集部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　鍛治
　（2） 講話「国語科授業改善のキーワード『何を？』『どのように？』『何のため

に？』」（青木　弘）
　次回の学習会について

【第12回】

　日時　平成 年 月 日（土）　 ： 〜
　会場　神奈川県立近代文学館小会議室
　参加者
　　　三浦　修一、小清水宣雄、中村　慎輔、青木　　弘、南崎　徳彦、
　　　山内　裕介、三藤　敏樹
　　　　松田　哲治　先生（神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課
　　　　　　　　　　　　　　教育指導グループ　指導主事）
　　　　鈴木　優子　先生（川崎市立田島小学校講師／教育カウンセラー）
　　　　菅原　康夫（公益財団法人日本教材文化研究財団事務局長）
　　　　大浦　豊和（株式会社新学社企画開発部部長代理）
　　　　池田　理恵（株式会社新学社中学事業部編集部課長）
　　　　水谷　友紀（株式会社新学社中学事業部編集部）
　内容
　（1） 挨拶　日本教材文化研究財団　菅原
　（2） 自己紹介（次年度からの新メンバーの確認を含む）
　（3） 研究協議
　　ア　横浜市立南高等学校附属中学校の研究会の報告
　　　（山内、中村、小清水、三藤、松田）
　　イ　愛川東中学校の研究会の報告（中村、三浦）
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　研究報告書について
　本研究報告書は、上記 年間の研究成果をまとめたものである。
　 年間を通じて助言をいただいた 木展郎先生には本研究会の研究主題である「国語科
における『思考・判断・表現』の評価」について、また三浦修一先生には学校における研
究の実践について、それぞれ理論的な示唆をいただいた。
　また、本研究主題の学校現場における展開として、各メンバーの勤務校での実践をまと
めたもの、さらに、本研究会のメンバーそれぞれが取り組んだ「国語科における『思考・
判断・表現』の評価の研究」の成果として、 年間に各メンバーが作成した「プロセス重
視の指導案」等を収録した。

第 章

　　ウ　講演資料「これからの学校づくりのために」（三浦）
　次年度以降の研究に向けて



第 章　講演記録
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Ⅰ　時代が求める学力

 ．「勉強」ができるとは
（ ）時代が求める学力
　　　　「学力は、時代によって変わる」と言うことに対しての認識が重要
　　　　社会状況と学力との関係は、密接なものがある。
　　　　学力とは、環境適応能力という考え方が出てきている。

 ．教育課程（カリキュラム）としての学習指導要領の内容の変遷
　学習指導要領は、学校でどの様な内容を教えるのか、各教科の規準が示されているもの。
　　【昭和 年の評価】
　　　 段階評価の相対評価の導入。
　　　・教師の主観による評価が問題化。客観的な評価として相対評価の導入を行う。
　　　・昭和 年の学籍簿（昭和 年から指導要録と改名）。
　　　・正規分布による相対評価が導入された。この正規分布による相対評価では、その

比率を は %、 は %、 は %、 は %、 は %とするものである。
　　　・平均点の提示。

＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

《基礎学力論争が昭和 年頃から起こる》
《朝鮮戦争が起き、特需が発生（経済機構の変化）》
《高度経済成長に向けての経済体制への転換》
（ ）【昭和 年　学習指導要領（告示）】　 　　　  ＜高等学校進学率　昭 年 .%＞

＜大学進学率　昭 年 .%＞
＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

　○科学技術の重視
　　・スプートニクショック＝ソ連人工衛星（科学万能時代）
　　・高度経済成長の始まり（東海道新幹線・東名高速道路の開通、東京オリンピック）
　　・産業構造の変化（重化学工業、自動車産業）

第 章

これからの時代に求められる国語の学力
−思考力・判断力・表現力を育成する授業づくり−

横浜国立大学　髙木　展郎
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　　【昭和 年の評価】
　　　・絶対評価を加味した 段階の相対評価。
　　　　努力しても、報われない相対評価への批判から。

（ ）【昭和 ・ 年学習指導要領（告示）】　 　　  ＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

　○教育の現代化（理数科の重視）
　　・高等学校に理数科の設置
　　・「落ちこぼれ」「進度別クラス」
　　・教育課程の時間数増加　小学校で、集合や関数の導入
　　・受験競争の激化　偏差値教育への批判
　　　「いい高校、いい大学、いい会社への就職（終身雇用制度）」
　《昭和 年のオイルショック》欧米先進諸国のまねでない創造性が求められる

（ ）【昭和 年　学習指導要領（告示）】　 　　　  ＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

＜高等学校進学率　昭 年 .%＞
＜大学進学率　昭 年 .%＞

　○教科内容の精選　ゆとりと充実　個性化・能力主義
　○共通一次試験の実施　（昭和 年）

　　【昭和 年の評価】
　　　・絶対評価を加味した 段階の相対評価。「観点別学習状況」を設置し、観点ごと

に 段階の絶対評価。絶対評価の考え方を一層重視。
　　　・小学校 ・ 年が 段階、 年以上が 段階の評定。
　　　　昭和 年の指導要領の改訂では、観点別学習状況の評価が導入され、「関心・態度」

が、評価項目として示された観点の最後に位置付けられた。

（ ）【平成元年　学習指導要領（告示）】　 　　　  ＜高等学校進学率　平元年 .%＞
＜大学進学率　平元年 .%＞

＜高等学校進学率　平 年 .%＞
＜大学進学率　平 年 .%＞

＜高等学校進学率　平 年 .%＞
＜大学進学率　平 年 .%＞

　○基礎・基本の重視と個性教育の推進
　○選択教科：課題学習、表現の能力を高める学習
　　・小学校で生活科の新設
　　・指導から支援へ
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　　・中学校で選択履修幅の拡大
　○観点別学習状況の評価　認知面のみでなく、情意面を評価する
　　・「関心・意欲・態度」を評価する（知識の習得のみを評価することからの転換）

　　【平成 年の評価】
　　　・個性を生かす評価の立場から「観点別学習状況」の評価を一層重視。
　　　・平成元年版の学習指導要領では「新しい学習観、学力観」と、これまでの学習の

在り方と、学力の内容についての転換が求められた。
　　　・平成 年に改訂された指導要録では、観点別学習状況の評価の一番初めに「関

心・意欲・態度」が取り上げられた。これによって、評価基準における「関心・
意欲・態度」の重要性が、明示化された。

（ ）【平成 年　学習指導要領（告示）】　 　　　  ＜高等学校進学率　平 年 .%＞
　＜大学進学率　平 年 .%＞

＜高等学校進学率　平 年 .%＞
＜大学進学率　平 年 .%＞

　○「生きる力」（平成 年中央教育審議会「答申」）
　　　［生きる力］とは　変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身に付けさ
せたい［確かな学力］、［豊かな人間性］、［健康と体力］の つの要素からなる力

　　　［確かな学力］とは　知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自
分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質
や能力等まで含めたもの

　　　［豊かな人間性］とは、自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を思いやる心や
感動する心など

　　　［健康と体力］たくましく生きるための健康や体力
　○教育内容の厳選
　　　教科内容の繰り返しをやめる（小学校からの重複を含め）
　○総合的な学習の時間の創設（小学校 年生から高校まで）
　　　各教科の内容（指導時数）の 割減　＝　その分、総合的な学習の時間の新設
　　　知識の習得量からの転換　＝　創造的な学びを行う領域
　○集団に準拠した評価（相対評価）から、目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）へ
の転換

　　【平成 年の評価】
　　　・目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）　 観点別学習状況の評価は継続。
　　　・評価規準に基づく各教科の評価。
　　　　Ｂを規準とする評価（質的な評価）。
　　　　学習指導要領の「内容」が評価規準。

第 章
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（ ）【平成 年　学習指導要領】　 　　　　　　　  ＜高等学校進学率　平 年 .%＞
＜大学進学率　平 年 .%＞

　○「知識基盤社会（ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ-ｂａｓｅｄ ｓｏｃｉｅｔｙ）」の時代と「生きる力」
　　　（中央教育審議会（答申）　 平成 年 月 日）
　　　　平成 年（ 年）の中央教育審議会答申「生きる力」の継承。

　【平成 年の評価】
　　＜観点別学習状況の評価の在り方＞
　　・学習状況を分析的に見る「評価の観点」については、成績付けのための評価だけで

なく、指導の改善に生かす評価においても重要な役割。
　　・そのため、今回、学習指導要領等で定める学力の3つの要素に合わせ、評価の観点

を整理することとし、概ね、
　　　①　基礎的・基本的な知識・技能は「知識・理解」「技能」において、
　　　②　これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等は

「思考・判断・表現」において、
　　　③　主体的に学習に取り組む態度は「関心・意欲・態度」において、それぞれ評価

を行うことと整理。

 ．今の時代が求める学力
（ ）知識の習得と再生という学力観から、
　　　　思考力・判断力・表現力　を育成する時代へ
（ ）「考える」ことの育成
　　　＝ことばを用いた学習活動の充実　→　「各教科等における言語活動の充実」
　　　＝他者との関わりを、集団の中で育成していく
　　　　　→　コミュニケーション活動の重要性
（ ）学校という「学び」の場の意味
　　①　なぜ、学校に来るのか？
　　②　なぜ、学校で学ぶのか？
　　③　なぜ、学校でなければならないのか？
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 ．企業が求める学力「新規採用（ 年 月卒業者）に関するアンケート調査結果
　　（社）日本経済団体連合会　 年 月 日

 

第 章

．選考にあたって特に重視した点（ つ選択）
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資料＝経団連「新卒採用に関するアンケート調査」（当該設問は 年卒採用から調査開始）
※選考にあたって特に重視した点を 項目より つ回答。全回答企業のうち、その項目を選
択した割合を示している。

「選考時に重視する要素」の上位の推移
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．「学校教育法」平成 年 月改訂
（ ）学校教育法の一部を改訂　（学力観の提示）
第三十条
　前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及
び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、
判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、
特に意を用いなければならない。
　※第四十九条で、中学校に準用　※第六十二条で、高等学校に準用
（ ）全国学力学習状況調査の意味
　　　文部科学省「平成22年度全国学力・学習状況調査の調査問題について」B問題
　　　　　http://www.nier.go.jp/10chousa/10mondai.htm
（ ）神奈川県公立高等学校における入学者選抜試験の改革

．平成 年版　学習指導要領改訂の基本的な考え方
（ ）改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂
○　次に、改正教育基本法や学校教育法の一部改正は、「生きる力」を支える「確かな学力」、
「豊かな心」、「健やかな体」の調和を重視するとともに、学力の重要な要素は、①基礎
的・基本的な知識・技能の習得、②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な
思考力・判断力・表現力等、③学習意欲であることを示した。そこで示された教育の基
本理念は、現行学習指導要領が重視している「生きる力」の育成にほかならない。

．学習指導要領改訂における教育内容に関する主な改善事項
「中央教育審議会（答申）　 平成 年 月 日p 」

　　　①　 ．で示した学習指導要領改訂の基本的な考え方を踏まえ、今回の改訂で充実
すべき重要事項、

　　○　①については、 点にわたって検討を行った。
　　　第一は、各教科等における言語活動の充実である。
　　　第二は、科学技術の土台である理数教育の充実である。
　　　第三は、伝統や文化に関する教育の充実である。
　　　第四は、道徳教育の充実である。
　　　第五は、体験活動の充実である。
　　　第六は、小学校段階における外国語活動についてである。

．これからの時代に求められる学力
（ ）学習指導要領改訂　平成 年 月告示
　第 章　総説
　 　改訂の経緯
　　 世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域
での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代である
と言われている。このような知識基盤社会化やグローバル化は、アイディアなど知識そ
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のものや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で、異なる文化や文明との共存や国際
協力の必要性を増大させている。このような状況において、確かな学力、豊かな心、健
やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことがますます重要になっている。
　　他方、OECD（経済協力開発機構）のPISA調査など各種の調査からは、我が国の児童
生徒については、例えば、
　①　思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題
に課題、

　②　読解力で成績分布の分散が拡大しており、その背景には家庭での学習時間などの学
習意欲、学習習慣・生活習慣に課題、

　③　自分への自信の欠如や自らの将来への不安、体力の低下といった課題、が見られる
ところである。

（ ）文部科学省の定義する学力
　　［確かな学力］とは
　　　知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、自
ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能力等まで含めたも
の。

（ ）「生きる力」
　　①　現行の学習指導要領の基本的な方針・方向には変更がない。
　　②　「生きる力」：［確かな学力］、［豊かな人間性］、「健康と体力」
　　③　PISA型「読解力」を、各教科、総合的な学習の時間でも行う。
　　　　　実社会・実生活に生きる力
　　　　　各教科等における言語活動の充実

．経済協力開発機構（OECD）「主要能力（キーコンピテンシー）」
（ ）次代を担う児童生徒たちに必要な力
　　　「生きる力」
（ ）経済協力開発機構（OECD）は、「主要能力（キーコンピテンシー）」
　　　　単なる知識や技能だけではなく、技能や態度を含む様々な心理的・社会的なリソ

ースを活用して、特定の文脈の中で複雑な課題に対応することができる力
　　　　具体的には、以下の三つのカテゴリーで構成されている。
　　　　①　社会・文化的、技能的ツールを相互作用的に活用する力、
　　　　②　多様な社会グループにおける人間関係形成能力、
　　　　③　自立的に行動する能力、　　（中央教育審議会（答申）平成 年 月 日）

．「学習指導要領　総則」に示されている「活用」「言語活動」（小p ・中p ）
　　第 　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
　　　 　以上のほか、次の事項に配慮するものとする。
　　 　各教科等の指導に当たっては、児童（生徒）の思考力、判断力、表現力等をはぐ

くむ観点から、基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視すると
ともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上で必要

第 章
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な言語環境を整え、児童（生徒）の言語活動を充実すること。

．学力としての思考力・判断力・表現力の育成
（ ）「思考力・判断力・表現力の育成」の意味

（中央教育審議会（答申）平成 年 月 日p ）
　　○　 ．で示した子どもたちの学力に関する各種の調査の結果は、いずれも知識・技

能の活用など思考力・判断力・表現力等に課題があることを示している。今回の改
訂においては、各学校で子どもたちの思考力・判断力・表現力等を確実にはぐくむ
ために、まず、各教科の指導の中で、基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに、
観察・実験やレポートの作成、論述といったそれぞれの教科の知識・技能を活用す
る学習活動を充実させることを重視する必要がある。各教科におけるこのような取
り組みがあってこそ総合的な学習の時間における教科等を横断した課題解決的な学
習や探究的な活動も充実するし、各教科の知識・技能の確実な定着にも結び付く。
このように、各教科での習得や活用と総合的な学習の時間を中心とした探究は、決
して一つの方向で進むだけではなく、例えば、知識・技能の活用や探究がその習得
を促進するなど、相互に関連し合って力を伸ばしていくものである。

　　○　現在の各教科の内容、PISA調査の読解力や数学的リテラシー、科学的リテラシ
ーの評価の枠組みなどを参考にしつつ、言語に関する専門家などの知見も得て検討
した結果、知識・技能の活用など思考力・判断力・表現力等をはぐくむためには、
例えば、以下のような学習活動が重要であると考えた。このような活動を各教科に
おいて行うことが、思考力・判断力・表現力等の育成にとって不可欠である。

　　　①　体験から感じ取ったことを表現する
　　　②　事実を正確に理解し伝達する
　　　③　概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする
　　　④　情報を分析・評価し、論述する
　　　⑤　課題について、構想を立て実践し、評価・改善する
　　　⑥　互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる
　　○　これらの学習活動の基盤となるものは、数式などを含む広い意味での言語であり、

その中心となるのは国語である。しかし、だからといってすべてが国語科の役割と
いうものではない。それぞれに例示した具体の学習活動から分かるとおり、理科の
観察・実験レポートや社会科の社会見学レポートの作成や推敲、発表・討論などす
べての教科で取り組まれるべきものであり、そのことによって子どもたちの言語に
関する能力は高められ、思考力・判断力・表現力等の育成が効果的に図られる。　　

　　　　このため、学習指導要領上、各教科の教育内容として、これらの記録、要約、説
明、論述といった学習活動に取り組む必要があることを明示すべきと考える。

　　○　思考力・判断力・表現力等の基盤となる言語の能力の育成に当たっても、発達の
段階に応じた指導が重要である。幼児期から小・中・高等学校へと発達の段階が上
がるにつれて、具体と抽象、感覚と論理、事実と意見、基礎と応用、習得と活用と
探究など、認識や実践ができるものが変化してくる。

　　　　このため、小学校の低・中学年の国語科において、音読や漢字の読み書き、暗唱
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などにより基本的な国語の力を定着させるとともに、古典の暗唱などにより、言葉
の美しさやリズムを体感させた上で、小・中・高等学校を通じ、国語科のみならず
各教科等において、記録、要約、説明、論述といった言語活動を発達の段階に応じ
て行うことが重要である。

（ ）「各教科等における言語活動の充実」の内容
（中央教育審議会（答申）平成 年 月 日p ）

　　○　各教科等における言語活動の充実は、今回の学習指導要領の改訂において各教科
等を貫く重要な改善の視点である。

　　　　それぞれの教科等で具体的にどのような言語活動に取り組むかは ．で示してい
るが、国語をはじめとする言語は、知的活動（論理や思考）だけではなく、 ．（ ）
の第一で示したとおり、コミュニケーションや感性・情緒の基盤でもある。

　　　　このため、国語科において、これらの言語の果たす役割に応じ、的確に理解し、
論理的に思考し表現する能力、互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力を育成す
ることや我が国の言語文化に触れて感性や情緒をはぐくむことを重視する。具体的
には、特に小学校の低・中学年において、漢字の読み書き、音読や暗唱、対話、発
表などにより基本的な国語の力を定着させる。また、古典の暗唱などにより言葉の
美しさやリズムを体感させるとともに、発達の段階に応じて、記録、要約、説明、
論述といった言語活動を行う能力を培う必要がある。

　　○　各教科等においては、このような国語科で培った能力を基本に、知的活動の基盤
という言語の役割の観点からは、例えば、

　　　　・　観察・実験や社会見学のレポートにおいて、視点を明確にして、観察したり
見学したりした事象の差異点や共通点をとらえて記録・報告する（理科、社会
等）

　　　　・　比較や分類、関連付けといった考えるための技法、帰納的な考え方や演繹的
な考え方などを活用して説明する（算数・数学、理科等）

　　　　・　仮説を立てて観察・実験を行い、その結果を評価し、まとめて表現する（理
科等）

　　　など、それぞれの教科等の知識・技能を活用する学習活動を充実することが重要で
ある。

　　　　また、コミュニケーションや感性・情緒の基盤という言語の役割に関しては、例
えば、

　　　　・　体験から感じ取ったことを言葉や歌、絵、身体などを使って表現する（音楽、
図画工作、美術、体育等）

　　　　・　体験活動を振り返り、そこから学んだことを記述する（生活、特別活動等）
　　　　・　合唱や合奏、球技やダンスなどの集団的活動や身体表現などを通じて他者と

伝え合ったり、共感したりする（音楽、体育等）
　　　　・　体験したことや調べたことをまとめ、発表し合う（家庭、技術・家庭、特別

活動、総合的な学習の時間等）
　　　　・　討論・討議などにより意見の異なる人を説得したり、協同的に議論して集団

第 章
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としての意見をまとめたりする（道徳、特別活動等）
　　　　などを重視する必要がある。
　　○　 ．（ ）でも述べたとおり、各教科等におけるこのような言語活動の充実に当た

っては、特に教科担任制の中・高等学校の国語科以外の教師が、その必要性を十分
に理解することが重要である。そのためには、学校が各教科等の指導計画にこれら
の言語活動を位置付け、各教科等の授業の構成や進め方自体を改善する必要がある。
　＜　⇒　カリキュラム・マネジメント＞

．カリキュラム（教育課程）ということの内容
（ ）カリキュラムの内容
　　①　教育課程（学習指導要領）・年間計画・単元計画、評価計画
　　②　授業内容・授業方法、評価内容
　　③　ヒドゥンカリキュラム、教室という文化・文脈、教育環境
　　　　学び方を学ぶ
　　④　「シラバス」という誤った教育課程論
　　　　　学習指導要領が示されている小・中・高等学校は「カリキュラム」
（ ）カリキュラムのとらえ方
　　①　意図的・計画的
　　②　学習経験の総体
　　③　〈学習〉の場

．カリキュラムの作成のための考え方
（ ）これまでの単元（教材）配列を元にした学習順序（教科書教材の配列に従った）か
らの転換を図る。

　　　理由：各学校の特徴や、各学校の児童生徒の実態からカリキュラム編成を図ること
が重要である。

　　　　　　教科書単元（教材）の配列は、一般的なものであり、各学校の児童生徒の実
態に合わない場合もある。

　　　　　　また、教師のカリキュラム作成の工夫を生かす授業には、児童生徒の実態
（各学校の実態）にあった単元（教材）配列が必要である。

（ ）各学校で「育成すべき学力」に合わせた指導内容・学習内容・指導事項を整理する。
　　　目標＝育成すべき学力（こういう力を付けたい）
　　　　　　：児童生徒の実態（児童生徒の現れ）から
　　　　　　：小学校 年間、中学校 年間を通して付ける学力
　　①　教科内容のカリキュラムは、学習指導要領で示されている。
　　②　小中連携（一貫）を行うには、「学び方」のカリキュラムが必要。
　　③　学習の到達点を、学習者が理解するようにしておく。
（ ）カリキュラムの作成のための考え方の順序
　　　＜順序＞　付けたい学力→評価規準→評価方法→学習活動→教材（素材）
（ ）育成すべき学力→評価規準
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　　　　　　　　　　→学習指導要領の各教科の「 目標」「 内容」に示された事項
　　　　　　　　　　→学習指導要領の「基準性」
　　　　　　　　　　→学習内容の基礎・基本
　　　　　　　　　　→「目標に準拠した評価」
　【評価規準の作成のための参考資料、評価方法等の工夫改善のための参考資料】
　国立教育政策研究所教育課程研究センター http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou. 
html

．各教科等における言語活動の充実
（ ）各教科等における言語活動の充実の位置付けの経緯
　　①　社会全体で育成する「国語力」
　　　　文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成 年 月）
　　②　学校の教育活動の中で育成する「国語力」　 →　PISA型「読解力」を中核
　　　　　各教科等における言語活動の充実　＝　「国語力」と言ういい方の見直し
　　　　　中央教育審議会「審議のまとめ」（平成 年 月 日）
　　③「言語力の育成方策について（報告書案）【修正案・反映版】」言語力育成協力者

会議　平成 年 月 日
　　④　中央教育審議会「答申」（平成 年 月 日）
　　　　　「各教科等における言語活動の充実」
（ ）国語
　　①　言語活動を通して言語能力を育成する
　　②　身に付けさせたい学力からの指導　＝　教材が先にありきではない
　　　　　付けたい力→評価規準→評価方法→学習活動→教材
（ ）各教科等
　　①　言語活動を通して各教科等の能力育成
　　　　　学習指導要領の「目標」「内容」に示された学力の育成
　　※　言語活動を行うこと自体が目的ではない。あくまで、各教科で育成すべき学力を、

言語活動を通して行うこと。
（ ）「言語活動の充実に関する指導事例集【小学校版】【中学校版】」
　　　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/gengo/senseiouen/1300990.htm

．これからの時代に求められる学力としてのReading　Literacy　＝　PISA型「読解力」
（ ）これからの時代に世界標準として求められる学力（OECD）
　　○　Key　Competency　＞　Literacy　＞　Skill
（ ）Reading　Literacy（PISA型「読解力」）育成をするための授業
　　　「思考力・判断力・表現力」と言う学力を育成する
（ ）PISA型「読解力」（Reading　Literacy）
　　　「受信する→考える→発信する」という一連のプロセス
　　　PISA型「読解力」（Reading　Literacy）のプロセス
　　　　情報へのアクセス・取り出し：情報を見つけ出し、選び出し、集める。
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　　　　　統合・解釈：テキストの中の異なる部分の関係を理解し、推論によりテキスト
の意味を理解する。

　　　　　熟考・評価：テキストと自らの知識や経験を関連付けたり、テキストの情報と
外部からの知識を関連付けたりしながら、テキストについて判断
する。

（ ）PISA の結果より
　　○　読解力を中心に我が国の生徒の学力は改善傾向にある。
　　　・各リテラシーとも、 年調査と比べて、レベル 以下の生徒の割合が減少し、

レベル 以上の生徒の割合が増加している。しかしながら、トップレベルの国々と
比べると下位層が多い。

　　○　読解力については、必要な情報を見つけ出し取り出すことは得意だが、それらの
関係性を理解して解釈したり、自らの知識や経験と結び付けたりすることがやや苦
手である。

　　　（「情報へのアクセス・取り出し」 点（平均正答率 %）、「統合・解釈」 点
（平均正答率 %）、「熟考・評価」 点（平均正答率 %））

　　○　数学的リテラシーについては、OECD平均は上回っているが、トップレベルの国
々とは差がある（順位の幅 〜 位）。

　　○　「趣味で読書をすることはない」生徒の割合は、 年調査から減少（ ．%←
．%）したものの、諸外国（OECD平均 ．%）と比べると依然として多い。

（ ）PISA型「読解力」（Reading　Literacy）育成のための授業の具体
　　　「受信する→考える→発信する」＝　「聴いて―考えて―つなげる」授業
　　　各教科等における言語活動の充実
（ ）児童生徒一人一人が考える時間の保証
　　①　「一人で学ぶ」ことがあって、「学級の他者と関わって学ぶ」に意味がでる。
　　　自己の考えを持たないうちに、答を要求しない。
　　②　教室で学ぶことの意味　→　「みんなで学ぶ」
　　③　学んだことをメタ認知する
　　　　「学習指導要領　総則」に示されたメタ認知
　　　　第 　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
　　　　 　各教科等の指導に当たっては、児童（生徒）が学習の見通しを立てたり学習

したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫すること。
　　　　　メタ認知を通して、自分自身の考えの変化や深まりに気付かせる。

．新学習指導要領とこれからの時代の授業
　指導と評価の一体化
（ ）学習評価の改善に関する基本的な考え方
　　学習評価を通じて、学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図るこ
と、学校における教育活動を組織として改善することが重要であり、新学習指導要領の
下での学習評価の改善を図っていくためには以下の基本的な考え方に沿って学習評価を
行うことが必要である。
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　　①　きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の確実な定着を図るため、学
習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を評価する、目標に準拠した評価を
引き続き着実に実施すること。

　　②　新学習指導要領の趣旨や改善事項等を学習評価において適切に反映すること。
　　③　学校や設置者の創意工夫を一層生かすこと。
（ ）学習評価における観点について
　　新学習指導要領を踏まえ、「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び
「知識・理解」に評価の観点を整理し、各教科等の特性に応じて観点を示しており、設
置者や学校においては、これに基づく適切な観点を設定する必要がある。
　　学習評価及び指導要録の改善通知に示された評価の観点の趣旨については、以下のよ
うに整理することができる。
　　①「関心・意欲・態度」
　　　　「関心・意欲・態度」の観点は、これまでと同様、各教科の学習に即した関心や

意欲、学習への態度等を対象としたものであり、その趣旨に変更はない。
　　②「思考・判断・表現」
　　　　「思考・判断・表現」の観点のうち「表現」については、基礎的・基本的な知識・

技能を活用しつつ、各教科の内容に即して考えたり、判断したりしたことを、児童
生徒の説明・論述・討論などの言語活動等を通じて評価することを意味している。

　　　　つまり「表現」とは、これまでの「技能・表現」で評価されていた「表現」では
なく、思考・判断した過程や結果を言語活動のなかで児童生徒がどのように表出し
ているかを内容としている。

　　③「技能」
　　　　「技能」の観点では、これまでの「技能・表現」が対象としていた内容を引き継

ぐことになる。これまで「技能・表現」については、たとえば社会科では資料から
情報を収集・選択して、読み取ったりする「技能」と、それらを用いて図表や作品
などにまとめたりする際の「表現」とをまとめて「技能・表現」として評価してき
た。

　　　　今回の改訂で設定された「技能」については、これまで「技能・表現」として評
価されていた「表現」をも含む観点として設定されることとなった。

　　④「知識・理解」
　　　　「知識・理解」の観点は、これまでと同様、各教科において習得した知識や重要

な概念を習得しているかどうかを内容としたものであり、その趣旨に変更はない。
（文部科学省「学習評価及び指導要録の改善通知」）
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Ⅱ　「聴いて　考えて　つなげる」授業

．「聴いて　考えて　つなぐ学習」づくりの意味
　チーム○○小学校　 年間で育てる　チーム○○中学校　 年間で育てる
（ ）「あたたかな聴き方」と「やさしい話し方」
　　①　受容的な態度、共感的な態度、他者の尊重
　　②　教室の中の安心感（居場所）
　　③　教室というコミュニティー
（ ）「聴いて　考えて　つなぐ学習」の内容
　　①　相手の話に耳を傾け集中して理解すること
　　②　相手と意見を比べたり修正したりしながら自分で考えること
　　③　自分の考えと理由をはっきりさせて発表し、話し合いをつなげて発展させること
　　　新学習指導要領がめざす「思考力、判断力、表現力」や「主体的に学習に取り組む
態度（学習意欲）」の育成を含んでいる。

．リテラシー（Literacy＝「考える能力」）を高める授業
（ ）教室というコミュニティーの確立
　　①　友だちと関わろうとする
　　　　・友だちの発表に対して、　自分なりに反応し、反応を返す。
（ ）学習者が自覚的に行う「聴いて　考えて　つなぐ学習」
　　①　学習者が自分の立場に気付く
　　　　・「分からない」「困った」
　　　　・自分の立場、考えをはっきりさせる。（発表、反応）
　　　　・簡単に分かったと言わせない。
　　②　教室における自己相対化の視点の獲得
　　　　・自分と友だちとの相違点や共通点について気付かせる。
　　　　・違いを知ることによって、認め合うことの大切さを気付かせる。
　　　　・自分自身のよさを自覚させる。
　　③「考える」力を高める授業
　　　　・「考え」たことを、自分のことばで「説明する」ことを位置付けた展開が大切
　　　　　※一問一答式ではなく、下記の例のように友だちの考えに対して更に考えたこ

とが発言できるように促す。
　　　ア　言い換える発言
　　　　　　　例えば…説明を付け加える。例をあげる。足りないところを補足する。
　　　イ　修正する発言
　　　　　　　例えば…どこが違うのか。本当に違うのか。どこを、どのように直せばい

いのか。
　　　ウ　ふくらませる発言
　　　　　　　例えば…良いところはどこか。もっとこうしたら、更に良くなる。
　　　　　　　　　　　発表された考え方を使って、どのように問題を解決するか。
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　　　　　　　　　　　関係のありそうなこと。
　　④　反応の仕方
　　　ア　質問、分からない
　　　　　　　例えば…どういうこと？　よくわからないんだけど。
　　　イ　反対
　　　　　・違うよ。おかしいよ。
　　　ウ　賛成
　　　　　・同じ。良いと思う。
（ ）「聴いて　考えて　つなぐ学習」づくりの重要ポイント
　　①　友だちと関わり合う。
　　　ア　結論から先に述べる。（分かり易い言い方）
　　　　　・分からないときは問い直す
　　　　　　「もう一度言ってみて」
　　　　　　「今言ったことは、こういうことですか？」（言い直して問う）
　　　イ　気付いたこと、考えたことを具体的に表現する。
　　　　　・「聞いていて気付いたんだけど」
　　　　　・「見ていて気付いたんだけど」
　　　　　・「比べてみて気付いたんだけど」
　　　エ　発言が途切れたら、友だち同士、相談する時間を取る
　　　　　・同じ立場の人と
　　　　　・違う立場の人と
　　　　　・確かめてみる必要がある人と
　　　　　・困っている人と
　　　オ　相談の仕方
　　　　　・相談時間は 秒ぐらいの短い時間にする。
　　　　　・まず、隣の友だちと相談し、その後、席を離れて相談する。（近から遠へ）
　　　　　・図や絵を描きながら説明や相談をさせる。（ノートやメモ用紙を常備しておく）
　　　　　・相談相手の出番を考える。（「良い考えだから、みんなに発表したら」）
　　　　※相談時間は教師にとっても“黄金の時間”→この時間に児童生徒たちの意見や

相談している様子を傾聴し、“次”の展開が考えられる。
　　②　授業を通して、今ある自分を自覚させる。（リフレクション）
　　　ア　自分の考えや立場は、何によって変わったか、深まったか。
　　　イ　自分のこれからの課題に気付く。
　　③　聴かなくてはならなくなるような「場」の創出。
　　　ア　意図的指名によって、友だちの発言内容をもう一度、言い直させる。
　　　イ　発言者にも、みんなが聴く態勢になったことを確認させてから発言させる。

．「聴いて　考えて　つなげる」授業づくりの方法
（ ）「聴く」ことを鍛える
　　①　聴いていない場合には、授業を止めてでも、鍛える
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　　②　教師が聴き上手になる（聴くと待つ）
　　　　【教師の発言】
　　　　　児童生徒の思考を支える　→　「考える」ことを支え、うながす発問・指示
　　　　　どうする、どうして、なぜ、わけは、だから、どうしたい、どういうこと。
（ ）「考え」を持つ時間と場を保証する　→　個の「考える」ことを鍛える
　　①　自分なりに一人学びをする時間の保証
　　②　書きながら考える時間の保証
　　　※教師にとってこの時間は個別指導の“絶好のチャンス”、個々の児童の状況をつか

むのにも有効。
（ ）「つなげる」意識を持たせる
　　①　学年が上がるに従って、つなげる回数を増やす
　　②　学年間のつながりを意識する
　　　　・上の学年を意識して、今の学年を育てる
（ ）教室環境の整備
　　　　教卓の撤去（必要に応じて）→児童生徒が黒板に書きながら説明をする

．「聴いて　考えて　つなげる学習」づくりにおける教師のスタンス
（ ）児童生徒の「説明」による授業　→　教師が説明をしすぎない（しゃべらない）

※教師の立ち位置にも注意！
（ ）児童生徒の思考を支える　→　「考える」ことを支え、促す発問や指示を心掛ける。
（ ）児童生徒の発表を教師がまとめない、奪わない。発言を復唱しない。
（ ）児童生徒の「聴く」ことを鍛える。
　　　　※聴いていない場合は、授業を止めることを恐れない。
（ ）教師の立ち位置→発表者のみを見るのではなく、聴いている他の児童生徒の顔を見
られる立ち位置が重要。

　　　※発表者が発表をしている時に、教師が（過剰に）うなずくなどの反応をして、発
表者と教師の二人だけで授業を創ってしまいかねないよう注意！

（ ）適切な評価を、授業場面で行う
　　　　授業の終わりに、今日の授業で良かったことを具体的に評価する
（ ）児童生徒の表現活動としてのノート指導の充実
　　　　思考のプロセスとしてノート【メタ認知】
　　　　・メタ認知を通して、自分自身の考えの変化や深まりに気付かせる
（ ）教師間の連携による評価
　　　　他のクラスの授業を参観したら、必ず児童生徒に授業の内容のコメントをする。
　　　　→評価する対象は、教師の授業の巧拙に非ず！
　　　　→あくまでも、児童生徒たちの「聴いて　考えて　つなぐ姿」であるべき！
（ ）児童生徒同士のクラス・学年を超えての授業参観。
　　　　児童生徒に「聴くこと・話すこと」のイメージを持たせるのに有効。
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．「聴いて　考えて　つなぐ」授業の具体
　 学期は「仕込む」時期・ 学期は「鍛える」時期・ 学期は「つなげる」時期
（ ）支持的風土のある学級集団づくり
　　①　 人ひとりを大切にする学級
　　②　何でも言える雰囲気づくり（教室はまちがうところだ！）
　　③　お互いの考えを認め合える学級
　　④　「やさしい話し方」「あたたかい聴き方」を仕込む
　　（相手に分かってもらおうとして話す。相手の伝えたいことを分かろうとして聴く）
（ ）教室環境
　　①　掲示物は、児童生徒たちに刺激にならないようにする（色調等）。
　　　　※とりわけ、正面掲示物には配慮を！
　　②　教室内の雰囲気に、落ち着きとしなやかさ（しっとり感）がある。
　　　　※教室内の“音”に着目：一歩、踏み込んだときにざわざわしていない。
　　③　教室内の学習用具等が整理整頓されている。
　　　（ロッカー内のランドセル・リコーダー・けん盤ハーモニカ・習字用具等）
　　　（机の脇、椅子下の雑巾等）
　　④　必要な学習用具のみが準備されている（必要ないものは片付いている）。
（ ）授業づくりの道すじ
　　①　評価規準の決定（観点別の評価方法・評価内容の決定）
　　　　　・内容教科については、ここで「付けたい力」が学習指導要領の「 内容」と

して、位置付けられる。
　　　　　・評価規準は、各学年の学習指導要領の「 内容」に示されているもの。
　　②　学習課題の設定
　　　　　・評価規準を基にして、その単元で「付けたい学力」が学習課題。
　　③　教材の選定
　　　　　・学習課題を実現すべく、付けたい力を育成するのに適切な教材を決める。
　　　　　・内容教科によっては、教材そのものに評価規準が示されている教材もある。
　　　　　　例　算数・数学、理科
　　④　教材研究
　　　　　・教材研究を行うことで、「学習課題」としての評価規準を、授業の中で具体的

な活動としてどの様な学力を付けるのか、言語活動を通して、学習者が具体的
な学習活動を行える問題を設定する。

　　⑤　学習問題の設定
　　　　　・学習者が具体的な言語活動を通して学習活動を行い、学力を単元ごとの授業

で育成する。
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Ⅰ　学習評価の歴史
（ ）明治 年
　　①　試験による絶対評価  考査・口述試験
　　②　 点法の点数制。優劣の比較に傾斜すると批判された。

（ ）明治 年 
　　①　平素の成績による絶対評価。
　　　　実際には試験が重視。 
　　②　 点法・ 点法の点数制。上中下・甲乙丙・優良可などの 段階法。

（ ）昭和 年 
　　①　「平素の状況を通じ、その習得、考察、処理、応用、技能、鑑賞、実践及び学習

態度等の各方面より総合評定とする」絶対評価。　　　　　　 
　　②　点数制を廃止し、優良可。「当該学年相応の程度を修め得たりと認められたもの」

を「良」とする。 

（ ）昭和 年 
　　①　 段階評価の相対評価の導入。
　　　　教師の主観による評価が問題化。客観的な評価として相対評価の導入を行う。
　　　　23年の学籍簿（昭和24年から指導要録と改名）　
　　②　正規分布による相対評価が導入された。この正規分布による相対評価では、その

比率を5は7％、4は24％、3は38％、2は24％、1は7％とするものである。

（ ）昭和 年 
　　①　絶対評価を加味した 段階の相対評価。
　　　　努力しても、報われない相対評価への批判から。　 
　　②　学習指導要領の教科目標および学年目標に照らした 段階評価。　
　　　　昭和23年に導入された相対評価は、昭和36年の指導要録改訂において、各教科別

の評定として定位した。
　　　　しかし、この相対評価は、教師の主観を排除することに対しては機能したものの、

受験戦争を助長するものであるという批判や、児童生徒の努力が報われないという
批判から、その弊害が指摘されるようになった。

評価について

横浜国立大学　髙木　展郎
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（ ）昭和 年 
　　①　絶対評価を加味した 段階の相対評価。
 　 ②　昭和46年の指導要録改訂では「絶対評価を加味した相対評価」を実施し、相対評

価としての 段階評価の配分比率を正規分布ではなくてもよいとする方針が打ち出
された。「あらかじめ各段階ごとに一定の比率を定め児童を機械的に割り振ること
のないように留意すること。」との補足有り。 

（ ）昭和 年 
　　①　絶対評価を加味した 段階の相対評価。「観点別学習状況」を設置し、観点ごと

に 段階の絶対評価。絶対評価の考え方を一層重視。
　　②　小学校 ・ 年が 段階、 年以上が 段階の評定。
　　　　昭和55年の指導要録の改訂では、観点別学習状況の評価が導入され、「関心･態度」

が、評価項目として示された観点の最後に位置付けられた。
　　　　これまで主観的だとして評価項目に載らなかった「関心･態度」が、この時期から

評価項目として取り入れられたことは、注目すべきである。
　　　　しかし、この「関心･態度」の評価は、何を「関心」とし、何を「意欲」とするの

かという評価の難しさにより、評価対象として重視されたとは言い難い状況でもあ
った。

（ ）平成 年 
　　①　個性を生かす評価の立場から「観点別学習状況」の評価を一層重視
　　　　平成元年版の学習指導要領では「新しい学習観、学力観」と、これまでの学習の

在り方と、学力の内容についての転換が求められた。
　　②　小学校 ・ 年では評定を廃止、 年以上では 段階。中学校では、必修教科は

従来の 段階、外国語以外の選択教科は絶対評価による 段階である。　　　 
　　　　平成 年に改訂された指導要録では、観点別学習状況の評価の一番初めに「関心、

意欲、態度」が取り上げられた。これによって、評価規準における「関心、意欲、
態度」の重要性が、明示化された。

　　　　しかし、この「関心、意欲、態度」も評価の方法が難しく、それまでのペーパー
テストによる評価が一般化された中で、この「関心、意欲、態度」をどのように評
価するべきかが、学校教育において大きな問題となった。そこには、評価の客観性
と公平性とが大きく関わっている。

（ ）平成 年
　　①　目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）　 観点別学習状況の評価は継続
　　②　評価規準に基づく各教科の評価
　　　　Bを規準とする評価（質的な評価）
　　　　学習指導要領の｢内容｣が評価規準
　　　　平成12年12月に、教育課程審議会から｢児童生徒の学習と教育課程の実施状況の

評価の在り方について｣の答申が出された｡
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　　　　同答申においては、観点別学習状況の評価を基本とする従前の評価方法を発展さ
せ、目標に準拠した評価を一層重視するとの基本的な考え方に立ち、指導要録にお
ける各教科の学習の記録の取扱いについて、観点別学習状況を評価の基本とするこ
とを維持するとともに、評定を目標に準拠した評価に改めることとされた。

　　　　また、児童生徒一人一人のよさや可能性、進歩の状況などを積極的に評価してい
く観点から、新設された｢総合所見及び指導上参考となる諸事項｣の欄において、個
人内評価を一層充実していくこととされた。

　　　　平成10年の学習指導要領の改訂に伴い、平成13年 月に、指導要録の改善通知が
出された。この平成10年版の学習指導要領は、平成元年版の学習指導要領の内容を
継承するとともに、学習指導要領の「 　内容」を評価規準とする「目標に準拠し
た評価（いわゆる絶対評価）」を位置付けた。

　　　　この「目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）」では、各教科の評価規準の例
を平成14年2月に国立教育政策研究所教育課程研究センターから、小学校と中学校
のそれぞれに「評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料―評価規準、
評価方法等の研究開発（報告）―」が出された。さらに、平成16年3月に「評価規準
の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等学校）―評価規準、評価方法
等の研究開発（報告）―」も出されている。

　　　　昭和23年から昭和54年に改訂されるまで用いられていた相対評価は、「集団に準
拠する評価」であったのに対し、「目標に準拠した評価」は、「いわゆる絶対評価」
とされる。

　　　　そこでは、各観点ごとに目標を設定し、学習者がその目標に対してどれだけ実現
できたかをその実現状況を示すものであり、学習指導要領に示されている「 　内
容」が評価規準となっている。

　　　　そして、指導要録の記載は、小中学校においては、学年末に各学期で行われた評
価を総括し、評定とともに指導要録に記録されることが義務づけられている。

（10）平成 年
中央教育審議会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」の概要

平成22年 月24日
．学習評価の基本的な考え方とその見直しの経緯等
　○　学習評価は、学習指導要領の目標の実現状況を把握し指導の改善に生かすもの。
　○　そのため、学習指導要領の改訂に伴い、学習評価の基本的な在り方について検討を
行うとともに、指導要録に記載すべき事項等を文部科学省として提示。

．学習評価の現状と課題
　○　現在の「観点別学習状況の評価」と「目標に準拠した評価」は、小・中学校におい
て教師に定着してきているが、負担感があるとの声がある。

　○　高等学校においては、小・中学校ほど観点別学習状況の評価が定着していない。

．学習評価の今後の方向性
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　○ 学習指導に係るPDCAサイクルの中で、学習評価を通じ、授業の改善や学校の教育
活動全体の改善を図ることが重要であり、以下の つの考え方を中心に学習評価を改
善。

　　①　きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の定着を図ることのできる
「目標に準拠した評価」による「観点別学習状況の評価」や「評定」を着実に実施。
（学習評価の在り方の大枠は維持し、深化を図る。）

　　②　学習評価においても学習指導要領等の改正の趣旨を反映。
　　③　学校等の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の促進。

．観点別学習状況の評価の在り方
　○　学習状況を分析的に見る「評価の観点」については、成績付けのための評価だけで
なく、指導の改善に生かす評価においても重要な役割。

　○　そのため、今回、学習指導要領等で定める学力の つの要素に合わせ、評価の観点
を整理することとし、概ね、

　　①　基礎的・基本的な知識・技能は「知識・理解」「技能」において、
　　②　これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等は「思考・

判断・表現」において、
　　③　主体的に学習に取り組む態度は「関心・意欲・態度」において、それぞれ評価を

行うことと整理。
　○　各教科の評価の観点は上に示した観点を基本としつつ教科の特性に応じて設定。
　　（※）各教科の内容等に即して思考・判断したことについて、その内容を言語活動を

中心とする表現に係る活動と一体的に評価する観点として「思考・判断・表現」
を設定する。

　　　　　それに伴い、従来の「技能・表現」の観点の「表現」との混同を避けるため、
当該観点を「技能」に改める。

．指導要録の改善
　○　指導要録は、指導の過程と結果の要約を記録し、その後の指導と外部に対する証明
等に使用するもの。指導要録においても、学習評価の基本的方向性（学習指導要領等
の改正の趣旨の反映）を踏まえた改善を行うことが必要。

　○　具体的には、
　　・「関心・意欲・態度」の評価に伴う負担感等について指摘があったことを受け、評

価方法や評価時期等の工夫を推進。（評価の段階を 段階から 段階とする等の工
夫を行う場合は、都道府県等ごとに一定の統一性を保ちつつ行うことが必要。）

　　・小学校「外国語活動」について、「総合的な学習の時間」と同様に文章記述により評
価。

　　・「特別活動」について、学習指導要領の目標を踏まえ、各学校における教育活動に
合わせて評価の観点を定めて評価することを促進。

　　・児童生徒の行動の様子を評価する「行動の記録」の基本的な在り方は維持。
　　　設定項目について各学校がその教育目標に合わせて項目を加えることも適当。
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．高等学校における学習評価の在り方
　○　高等学校においても、評価による指導の改善を図るとともに、評価を通じた教育の
質の保障を図るため、観点別学習状況の評価を推進していくことが必要。

　○　一方、各学校の生徒の特性、進路等が多様であることへの配慮も必要。
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Ⅱ．学習指導要領の変遷
．【昭和 年　学習指導要領（試案）】
（ ）教育課程のための手引き、としての指導要領
（ ）経験主義的な立場（アメリカの教育研究者ジョン・デューイの教育理論に基づく）

　　【昭和 年　保育要領】

．【昭和 年　学習指導要領（試案）】　 　　　
（高等学校進学率　昭26年45.6％）

（ ）昭和 年版を踏襲                      
（ ）学習活動が総合的に展開されるように
　　　　　　・基礎学力論争が昭和 年頃から起こる
　　　　　　・朝鮮戦争が起き、特需が発生（経済機構の変化）

　　【昭和 年　幼稚園教育要領（刊行）】

．【昭和 年　学習指導要領（告示）】     
（高等学校進学率　昭31年51.3%・昭38年66.8%）

（大学進学率　昭30年10.1%・昭35年10.3%・昭40年17.0%）
（ ）教育の科学化
　　①　スプートニクショック＝人工衛星をソビエト連邦が初めて打ち上げ成功
　　　　科学万能時代の到来
　　②　高度経済成長の始まり
　　　　（東海道新幹線・東名高速道路の開通、東京オリンピック）
　　③　産業構造の変化（重化学工業、自動車産業）
（ ）改正の方向：「基礎学力の充実」「道徳教育の徹底」「科学技術教育の向上」「教
育の効率化」

（ ）小・中・高の教育課程に一貫性を持たせ、基礎学力の充実と系統性を強く求める
（ ）「能力・態度・技能・習慣」を育成すべき学力としている   
        
　　【昭和 年　幼稚園教育要領（告示）】

．【昭和 ・ 年　学習指導要領（告示）】   
（高等学校進学率　昭48年89.4％・昭49年90.8％）
（大学進学率　昭45年23.6％・昭50年37.8％）

（ ）教育の現代化（理数科の重視）
　　①　高等学校に理数科の設置
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　　②　「落ちこぼれ」「進度別クラス」
　　③　工業高等専門学校の各県への設置
（ ）教育課程の時間数増加
　　①　小学校で、集合や関数の導入
　　②　受験競争の激化　偏差値教育への批判  
　　③　能力別クラス
　　　　　「いい高校、いい大学、いい会社への就職（終身雇用制度）」
　　　　　高等学校入試へ、内申書の重視（テストのみで入試を行わない）の方向性
（ ）到達度評価の紹介
　　①　B.S.ブルーム, J.T.ヘスティングス, G.F.マドゥス『教育評価法ハンドブック : 教科学

習の形成的評価と総括的評価』（第一法規、梶田叡一・渋谷憲一・藤田恵璽訳）昭
和48年

　　②　B.ブルーム『学習評価ハンドブック』（第一法規、翻訳: 渋谷 憲一・藤田 恵璽  ・
梶田 叡一）昭和49年

．【昭和 年　学習指導要領（告示）】 
（高等学校進学率　昭57年94.3%）

（大学進学率　昭55年37.4%・昭60年37.6%）
（ ）教科内容の精選　ゆとりと充実・個性化・能力主義
（ ）共通一次試験の実施（昭和 年）
（ ）観点別学習状況の評価の導入（認知面のみでなく、情意面も評価する）
　　①　多様な入試制度
　　　　　昭和60年度　いじめ155066件（小中高）

．【平成元年　幼稚園教育要領（告示）】
　　「主体的な活動を促す」「自分で考え自分で行動する」という表現の取り違え
　　　　→　集団生活という中での「学び」の再認識
　　【平成元年　学習指導要領（告示）】　 　　　

（高等学校進学率　平6年96.5%）
（大学進学率　平2年36.3%・平6年43.3％・平7年45.2%）

（ ）心の教育の充実
（ ）基礎・基本の重視と個性教育の推進
（ ）自己教育力の育成
（ ）文化と伝統の尊重と国際理解の推進
（ ）選択教科：課題学習、表現の能力を高める学習
　　①　小学校で生活科の新設

昭和 年のオイルショックによる価値観の転換
欧米先進諸国のまねでない創造性が求められる
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　　②　指導から支援へ
　　③　体験や経験を重視
　　④　中学校で選択履修幅の拡大
　　⑤　中学校での習熟度に応じた指導
（ ）観点別学習状況の評価（指導要録の改訂　平成 年）
　　　　「関心・意欲・態度」を評価する（知識の習得のみを評価することからの転換）
　　　　平成6年度　不登校　小15786  中61663

．【平成 年　幼稚園教育要領（告示）】
　　【平成 年　学習指導要領（告示）】

（大学進学率　平10年48.2%）
　　　［生きる力］とは  変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身に付けさ

せたい［確かな学力］、［豊かな人間性］、「健康と体力」の つの要素からなる力
  
　　　［確かな学力］とは  知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自 

分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資
質や能力等まで含めたもの 

　　　　　・自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を思いやる心や感動する心など、
豊かな人間性

　　　　　　＝　豊かな人間性
　　　　　・たくましく生きるための健康や体力　＝　健康・体力

（ ）教育内容の厳選
　　　　　教科内容の繰り返しをやめる（小学校からの重複を含め）
（ ）総合的な学習の時間の創設（小学校3年生から高校まで）
　　①　各教科の内容（指導時数）の 割減　＝　その分、総合的な学習の時間の新設
　　②　知識の習得量からの転換　＝　創造的な学びを行う領域
（ ）中学校外国語を必修教科とする
（ ）集団に準拠した評価（相対評価）から、
　　　目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）への転換
　　　　一人ひとりの学び手の重視
　　　　一人ひとりの学び手の良さを認める
　　　　絶対評価：到達度評価・認定評価・個人内評価
          　＜参考＞
             　絶対評価：認定評価＝評価者の主観による評価（戦前に行われていた）
　　　　　　　　　　到達度評価＝ブルームの評価論による
          　　　　　　　　　　　　　目標分析・形成的評価・総括的評価
                    　　　　個人内評価＝一人ひとりの学習者の能力の伸長
（ ）個人内評価の重視

第 章
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．【平成 年　学習指導要領】
．「学校教育法」平成19年 月改訂

　学校教育法の一部を改訂　（学力観の提示）
　第三十条　
　 　前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識
及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うこ
とに、特に意を用いなければならない。

　　※第四十九条で、中学校に準用　※第六十二条で、高等学校に準用

．「知識基盤社会（knowledge-based society）」の時代と「生きる力」
　　　　（中央教育審議会（答申）平成20年 月17日） 
　　　　　平成 年（ 年）の中央教育審議会答申「生きる力」の継承。 

．これからの時代に求められる学力　
（ ）学習指導要領改訂　平成20年3月告示
　第 章　総説
　 　改訂の経緯
　　21世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域
での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代である
と言われている。このような知識基盤社会化やグローバル化は、アイディアなど知識そ
のものや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で、異なる文化や文明との共存や国際
協力の必要性を増大させている。このような状況において、確かな学力、豊かな心、健
やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことがますます重要になっている。
　　他方、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のＰＩＳＡ調査など各種の調査からは、我が国の児童
生徒については、例えば、
　①　思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題
に課題、

　②　読解力で成績分布の分散が拡大しており、その背景には家庭での学習時間などの学
習意欲、学習習慣・生活習慣に課題、

　③　自分への自信の欠如や自らの将来への不安、体力の低下といった課題、が見られる
ところである。

（ ）「生きる力」
　　①　現行の学習指導要領の基本的な方針・方向には変更がない。
　　②　「生きる力」：［確かな学力］、［豊かな人間性］、「健康と体力」
　　③　PISA型「読解力」を、各教科、総合的な学習の時間でも行う。
　　　　実社会・実生活に生きる力
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Ⅲ　評価の方法

．国語科の評価の観点

．｢関心・意欲・態度｣の評価に関する考え方
　　中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方につ
いて（報告）』平成22年3月24日p16〜17）

第 章

○　改正教育基本法においては、学校教育において自ら進んで学習に取り組む意欲
を高めることを重視することが示されるとともに、学校教育法及び学習指導要領の
改正等により、主体的に学習に取り組む態度が学力の つの要素の つとして示さ
れている。また、我が国の児童生徒の学習意欲について課題がある状況を踏まえる
と、学習評価において、児童生徒が意欲的に取り組めるような授業構成と継続的な
授業改善を教師に促していくことの重要性は高い。さらに、主体的に学習に取り組
む態度は、それをはぐくむことが基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・判
断力・表現力等の育成につながるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の習得や
思考力・判断力・表現力等の育成が当該教科の学習に対する積極的な態度につなが
っていくなど、他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素でも
ある。

＜領域・事項＞
国語

評価の観点
国語 いわゆる4観点

国語への関心・意欲・態度 関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

Ａ 話すこと・聞くこと 話す・聞く能力

Ｂ 書くこと 書く能力

Ｃ 読むこと 読む能力

伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項

言語についての
知識・理解・技能
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（ ）｢関心・意欲・態度｣の評価項目の内容は、その単元の他の3つの観点｢思考・判断・
表現｣｢技能｣｢知識・理解｣の中の重点課題を、単元全体を通して育成していくこと見る
ものである。

（ ）｢関心・意欲・態度｣は、単元全体の学習を通して育成することから、その評価を行
う時間は、学習活動の後半になる。学習の初期にくることは、少ない。｢関心・意欲・
態度」の能力は、初めから生徒が持っている能力ではない。したがって、｢関心・意欲・
態度」の能力は、授業を通して育成する学力であることを意識したい。

　　　ただし、診断的評価を行う場合は、単元全体のはじめに設定する場合もある。
（ ）｢関心・意欲・態度｣の評価は、提出物の提出状況のみを評価するものではない。

．「思考・判断・表現」の評価について
　　国立教育政策研究所教育課程研究センター『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善
のための参考資料』「  第 編の資料で紹介する評価方法等の事例の特徴（ ）各教科
の事例について」平成23年、「第 編　総説 第 章　学習評価の在り方について　

　 」p4〜5

 
　　従って、それぞれの単元（教材）の授業を構想し実施する際には、必ず「言語活動
（記録・要約・説明・論述）を行わせて、その中でどのような思考・判断がされている
かを、　具体的に表出させたものから評価することが求められる。

．「技能」の評価について（同上p5）

 

②「思考・判断・表現」
　「思考・判断・表現」の観点のうち｢表現」については、基礎的・基本的な知識・
技能を活用しつつ、各教科の内容に即して考えたり、判断したりしたことを、児童
生徒の説明・論述・討論などの言語活動等を通じて評価することを意味している。
　つまり「表現」とは、これまでの「技能・表現」で評価されていた「表現」では
なく、思考・判断した過程や結果を言語活動等を通じて児童生徒がどのように表出
しているかを内容としている。

  「技能」の観点では、従前の「技能・表現」が対象としていた内容を引き継ぐこ
とになる。これまで「技能・表現」については、例えば社会科では資料から情報を
収集・選択して、読み取ったりする「技能」と、それらを用いて図表や作品などに
まとめたりする際の「表現」とをまとめて「技能・表現」として評価してきた。
   今回の改訂で設定された「技能」については、これまで「技能・表現」として評
価されていた「表現」をも含む観点として設定されることとなった。



− 44 −

．効果的・効率的な評価
　　国立教育政策研究所教育課程研究センター『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善
のための参考資料』「  第 編の資料で紹介する評価方法等の事例の特徴（ ）各教科
の事例について」平成23年p14

第 章

　ある単元（題材）において、あまりにも多くの評価規準を設定したり、多くの評
価方法を組み合わせたりすることは、評価を行うこと自体が大きな負担となり、そ
の結果を後の学習指導の改善に生かすことも十分できなくなるおそれがある。例え
ば、 単位時間の中で つの観点全てについて評価規準を設定し、その全てを評価
し学習指導の改善に生かしていくことは現実的には困難であると考えられる。教師
が無理なく生徒の学習状況を的確に評価できるように評価規準を設定し、評価方法
を選択することが必要である。



第 章　「見える」学力を育てよう
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　国語科は何を学ぶ教科か
　「国語」という科目は、時代を超え、国や地域を越えて、学校教育の中で中核をなすも
のとして位置付けられてきました。それは議論の余地がない、自明のことです。
　しかし、その中で取り上げられてきた内容については当然のことですが大きな幅があり
ます。そのもとになっているのは、それぞれの時代が、そして国や地域が求める広い意味
での学力観や能力観が異なっているからです。また、言語と言語教育についての思想・意
識なども多様であり、従って、「国語」という捉え方自体が我が国固有のものであることは
言うまでもありません。他の多くの国々ではそれぞれの国や地域で用いている言語名が科
目名となっていますが、我が国では 年以前の様々な状況の中で、「日本語教育」は日本
語を母語としない人を対象とした教育とされ、それが現在も続いていて、「国語（科）教育」
とは異なる捉え方がされてきました。
　この教科名についての議論が本論の目的ではありませんが、現在行われている「国語（科）
教育」という名称の成立過程と、扱われてきた内容の変遷から見えてくるいくつかの課題
をまず整理してみたいと思います。
　「国語科」という名称が使われるようになったのは、 年（明治 年） 月に発令さ
れた「小学校令」からだとされています。
　その第三条では
　　第三条　国語ハ普通ノ言語、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確ニ思想ヲ表彰スル

ノ能ヲ養ヒ兼テ智徳ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス
　　　　　　尋常小学校ニ於テハ初ハ発音ヲ正シ仮名ノ読ミ方、書キ方、綴リ方ヲ知ラシ

メ漸ク進ミテハ日常須知ノ文字及近易ナル普通文ニ及ホシ又言語ヲ練習セシム
ヘシ

　　　　　　高等小学校ニ於テハ稍々進ミタル程度ニ於テ日常須知ノ文字及普通文ノ読ミ
方、書キ方、綴リ方ヲ授ケ又言語ヲ練習セシムヘシ

　　　　　　読ミ方、書キ方、綴リ方ハ各々其ノ主トスル所ニ依リ教授時間ヲ区別スルコ
トヲ得ルモ特ニ注意シテ相連絡セシメンコトヲ要ス

　　　　　　読本ノ文章ハ平易ニシテ国語ノ模範ト為リ且児童ノ心情ヲ快活純正ナラシム
ルモノヲ要シ其ノ材料ハ修身、歴史、地理、理科其ノ他生活ニ必須ナル事項ニ
取リ趣味ニ富ムモノタルヘシ

　　　　　　女児ノ学級ニ用フル読本ニハ特ニ家事上ノ事項ヲ交フヘシ
　　　　　　文章ノ綴リ方ハ読ミ方又ハ他ノ教科目ニ於テ授ケタル事項児童ノ日常見聞セ

ル事項及処世ニ必須ナル事項ヲ記述セシメ其ノ行文ハ平易ニシテ旨趣明瞭ナラ
ンコトヲ要ス

第 章

「見える」学力を育てよう
〜国語の授業を変えるために〜

横浜国立大学　三浦　修一
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　　　　　　書キ方ニ用フル漢字ノ書体ハ楷書行書ノ一種若ハ二種トス
　　　　　　国語ヲ授クル際ニハ常ニ其ノ意義ヲ明瞭ニシ且既修ノ文字ヲ以テ通常ノ人名、

地名等ニ応用セシメ単語、短句、短文ヲ書取ラシメ若ハ改作セシメテ仮名及語
句ノ用法ニ習熟セシメンコトヲ務ムヘシ

　　　　　　他ノ教科目ヲ授クル際ニ於テモ常ニ言語ノ練習ニ注意シ又文字ヲ書カシムル
トキハ其ノ字形及字行ヲ正シクセシメンコトヲ要ス

　　　《引用は文部科学省ホームページから『学制百年史　資料編 > 小学校令施行規則
　　　（抄）（明治三十三年八月二十一日文部省令第十四号）』》
　　　《http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/ .htm》
とあって、ここではすでに今日の学校で扱われている教科「国語」の内容の大半が扱われ
るべき内容として示されていたことが確認できます。
　この小学校令の記述を詳細に検討すると、実は多くの問題点が浮かび上がります。一例
として「普通ノ言語」とは一体何を指していたのでしょう。それがその後の国定教科書で
用いられた「言語」として広まっていったことから、方言が急速に失われていきました。
結果として各地で使われていた豊かな表現が消え去ってしまったのではないでしょうか。
当時の多くの教師たちは、半ば強制的に「普通ノ言語」による授業を行うよう求められま
した。教室で用いられる言語も同様です。子供たちは、家庭では家族が用いるそれぞれの
地域の豊かな言語を用いて生活する一方で、学校では「普通ノ言語」による授業が行われ、
時には地域の言語を矯正するような働きかけがあったということが、多くの記録から明ら
かです。子供たちの多くはそれを疑うことなく受け入れたことでしょう。その結果、地域
の言語が失われていったことは、村上呂里の論考などで明らかにされてきました。（村上
呂里、 、「小学校「国語科」成立と沖縄地域−「普通語」概念に注目して−」、琉球大
学教育学部紀要 号pp -。引用は琉球大学学術リポジトリ、http://ir.lib.u-ryukyu.ac.jp: 

/bitstream/ / / /Volp .pdf）
　この直後に国定教科書の制度が始まりました（ 《明治 》年）。「イエスシ読本」、「ハ
タタコ読本」、「ハナナト読本」と続き、それまでのワードメソッドからセンテンスメソッ
ドに変わった「サクラ読本」が使用されたのは （昭和 ）年です。これはカラー印刷
だったこともあり、学校教育に大きな変化をもたらしたものとして記録されています。
　その後、 （昭和 ）年に、「国民学校令」が公布され、国語科は「国民科国語」と称
され、併せて「アサヒ読本」が使用されるようになりました。
　 （昭和 ）年の第Ⅱ次世界大戦の終結に伴い、それまで行われてきた教育の根本的
な改正が行われ、 （昭和 ）年に、「学習指導要領　国語科編（試案）」と、さらに
（昭和 ）年の改訂により、経験主義に基づく国語教育が行われるようになりました。

　（試案）と 年版では国語科の目標を
　　児童・生徒に対して、聞くこと、話すこと、読むこと、つづることによって、あらゆ
る環境におけることばのつかいかたに熟達させるような経験を与えることである。
　　ところが、これまで、国語科学習指導は、せまい教室内の技術として研究せられるこ
とが多く、きゅうくつな読解と、形式にとらわれた作文に終始したきらいがある。今後
は、ことばを広い社会的手段として用いるような、要求と能力を養うことに努めなけれ
ばならない。それを具体化すると次のようになる。
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　　一  表現意欲を盛んにし、活発な言語活動をすることによって、社会生活を円滑にし
ようとする要求と能力とを発達させること。  

　　二  自分を社会に適応させ、個性を伸ばし、また、他人を動かす手段として、効果的
に、話したり、書いたりしようとする要求と能力とを発達させること。 

　　三  知識を求めるため、娯楽のため、豊かな文学を味わうためというような、いろい
ろな場合に応ずる読書のしかたを、身に付けようとする要求と能力とを発達させる
こと。 

　　四  正しく美しいことばを用いることによって、社会生活を向上させようとする要求
と能力とを発達させること。 

　　　いわば国語学習指導は、小学校・中学校を通じて、聞くこと、話すこと、読むこと、
つづること、この四つの言語活動を眼目とし、次のような能力の発達を図ることにな
る。

として、これまでに行われてきた国語教育に対する批判的検討からこの目標が示されたこ
とが述べられています。
　ただし、ここで一つ注意しておかなければならないのは、 年の（試案）が公布され
るより前に、第 期「国定教科書」が編集・発行されたという事実です。この国定教科書
については、石森延男などが中心となって編集し、 年 月から何度かの改訂を経なが
ら使用されたものですが、最初の特に中学校用の国定教科書はその後「文学教材が中心の
鑑賞読本」に偏りすぎていたのではないかと批判されました。
　この時期の学校教育全体が大きな混乱の中にあって、教科書検定制度に基づく教科書が
使用され始めたのは （昭和 ）年からですが、まだ検定に合格したものが少なく、国
定教科書が併用されるということが （昭和 ）年まで続くことになります。
　この（試案）全体が経験主義に拠りすぎているとの批判から、学習指導要領が学問の系
統的な内容に基づくべきだという考え方に基づいて （昭和 ）年に学習指導要領が告
示され、この基本的な考え方は現在まで踏襲されていると見ることができます。
　それぞれの学習指導要領の中学校国語科の目標は以下の通りです。
　　昭和 年 月 日（ 年）告示 
　　   生活に必要な国語の能力を高め、思考力を伸ばし、心情を豊かにして、言語生活

の向上を図る。
　　   経験を広め、知識を求め、教養を高めるために、話を確実に聞き取り、文章を正

確に読解し、あわせてこれらを鑑賞する態度や技能を身に付けさせる。
　　   経験したこと、感じたこと、考えたことをまとめ、人に伝えるために、わかりや

すく効果的に話し、正しく書写し、的確に文章に書き表わす態度や技能を身に付け
させる。

　　   ことばのはたらきを理解させて、国語に対する関心や自覚を深め、国語を尊重す
る態度や習慣を養う。

　　　　以上の目標の各項目は、相互に密接な関連をもって、全体として国語科の目標を
なすものである。 、 、 について指導する場合には、常にその根底に を考慮
していなければならない。また、 は、 、 と関連付けて指導することが必要で
ある。
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　昭和 年 月 日（ 年）告示 
　　生活に必要な国語の能力を高め、国語を尊重する態度を育てる。
　　このため、
　　 　国語によって思考し、理解し表現する能力と態度を養う。
　　 　国語による理解と表現を通して、知識を身に付け、考えを深め、心情を豊かにす

る。
　　 　国語による伝達を効果的にして社会生活を高める能力と態度を養う。
　　 　言語文化を享受し創造するための基礎的な能力と態度を育てる。
　　 　国語の特質を理解させ、言語感覚を豊かにし、国語を愛護してその向上を図る態

度を養う。
　　昭和 年 月 日（ 年）告示 
　　　　国語を正確に理解し表現する能力を高めるとともに、国語に対する認識を深め、

言語感覚を豊かにし、国語を尊重する態度を育てる。
　　平成元年 月 日（ 年）告示 
　　　　国語を正確に理解し適切に表現する能力を高めるとともに、思考力や想像力を養

い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。
　　平成 年 月 日（ 年）告示 
　　　　国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。

　　平成 年 月（ 年）告示
　　　　国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。

　この変遷をたどっていると、例えば「心情」ということばが昭和 年版を最後に使われ
なくなっています。ここから文学教育の衰退が始まったという議論（浜本純逸など多くの
国語教育学者がこのことについて発言しています。）が行われました。また、平成元年版
から新たに加えられた「伝え合う力」ということについて、これからの国語教育を考える
立場として、その趣旨を十分に理解することが求められると言えるのではないでしょうか。

　「見えにくい」国語の学力
　最近若い先生方と国語科の試験問題の在り方について学び合う場がありました。これま
で私たちが行って来たテストが、学力を評価するうえで妥当なものであっただろうか、ど
んなテストが、評価の妥当性と信頼性を裏付けるものと言えるのだろうかということを、
実際に生徒に出している問題から検証してみようとする学習会です。その会に提出された
中学校一年生を対象としたA先生のテスト問題に、次のような設問がありました。
　　（A先生）
　　問九　次の文章を読んで後の問いに答えなさい。
　　　本文は「にじの見える橋」　 杉　みき子（著作権の関係で掲載できません。ご了承
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ください。）
　　　四　　　　線部A、Bのそれぞれの「足踏み」の違いについて、本文の記述を根拠に
　　　　してまとめなさい。必ず、どちらの気持ちにも触れること。（心情の理解）

　同じ会にもう一人B先生も同じ箇所を出題していました。その設問は
　　（B先生）
　　問五　少年が足踏みしているところが本文中ABの二ヶ所にありますが、AとBの場面

の少年の気持ちの違いを説明しなさい。少年がそうしている気持ちと、その理由
を両方書くこと。　　　　　　　　　　　　　　　（※注　下線はいずれも筆者）

　
　このお二人の設問から、多くの課題が見えてきます。まず、A先生の「まとめなさい」
という設問です。生徒たちはそれなりに答えていたということです。つまり、授業中に何
らかの学習があって、この「足踏み」が話題にされたのでしょう。その経験があるから、
生徒たちは答えられたのだと想像することはできますが、出題したA先生が書いている
（心情の理解）という中学校学習指導要領国語科の指導事項の「ウ」に示されている「読
むこと」の学力を評価することから見て、この設問は妥当だと言えるでしょうか。
　同様にB先生の設問については、「気持ちの違いを説明しなさい」とありますが、ここで
説明を求められているのは、何の違いなのでしょうか。少年自身の心を想像して、元の小
説の記述から状況や場面の様子に基づいて違いに気付かせたいという意図からの出題だと
見ることはできますが、その違いをどう書いたら「正解」といえるのでしょうか。ある範
囲はもちろん想定できますが、その範囲は実はかなり多様ではないでしょうか。
　この部分を、別のC先生が問題に出して採点した場合にも、B先生と解答例は一致する
でしょうか。あるいは採点基準に異なりや幅は生じないでしょうか。
　実はこのようなことは、どの教室でも、またどの先生にも起こりうることだと考えられ
ます。国語科の教師だけに限った問題点ではありません。私たち教師がその職業キャリア
の中で、テスト問題作りについて学習したり研修したりする機会がほとんど無かったこと
に、原因があると考えられます。多くの教師たちは、自分が受けてきたテストの問題を思
い出しながら、あるいは同じ学校に勤務する先輩や同僚教師と相談しながら、さらには、
世に出回っている問題集や高校入試問題、場合によっては大学入試問題などを参考にして
問題を作っています。
　それはテスト問題作りに留まりません。この会で助言をいただいている 木展郎先生
（横浜国立大学教育人間科学部教授）が提言する「原体験に基づく授業（教育）」そのも
のです。
　それでも、全国学力学習状況調査が行われるようになって、少し出題の傾向が変わって
きたという先生方の声を耳にします。神奈川県では一昨年度から公立高等学校の入学者選
抜の学力検査に生徒に記述することを求める問題が増えました。
　その背景には学習指導要領が求め、学習評価についての改善が必要とされるという状況
があります。それは実際には今始まったことではないのですが、それでも、状況の変化を
感じ取ることができるようになっています。
　単に国語科だけの問題ではなく、学校に求められるものが、実は大きく変化しつつある
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のではないかという課題です。この変化に大きなインパクトを与えたきっかけの一つに
PISA調査があります。これまで、学校教育は国内の問題だと捉えられてきたと思います。
それを、実はグローバルな視点からの大きな課題だと目を向けるきっかけとなった点で、
PISA調査がもたらしたインパクトは、本当に大きかったと思います。流動化し、複雑な
要因がさまざまに絡み合いながら動く国際社会の中で、ある意味で平和だと思ってきたこ
の国の教育が、世界とどう向き合うかを問われているのだと思います。
　これからの国語教育、国語科の授業も、実はそういう視点から見直すべき時にさしかか
っているのではないでしょうか。それも、教室で授業をしている教師一人ひとりがそうい
う課題に向き合いながら、授業の在り方を、評価を、そしてテスト問題を再検討して見直
すべきだと考えています。国や教育委員会のレベルでは当然そういう議論がされています。
けれど、今必要とされるのは、先生方が「原体験から離陸する」ことだということです。
　それには多くの困難を伴います。なぜなら、新しい方向に踏み出す勇気が求められるか
らです。また、どの社会でもそうですが、何か新しいことを行おうとすると、それに対す
る逆の作用が働くことがあり、それを超えて行かなければならないからです。学校も同様
です。これからの時代を見据えて、本当に児童生徒に価値のある質の高い授業を行おうと
努力している先生方がおられる一方で、頑迷にこれまでの教育観や指導観に固執する方も
おられるのが学校です。
　「国語という教科は何を勉強したらいいのか、さっぱり分からない」という声を、何十
年にもわたって聞いてきました。具体的に言えば、よく教室で行われている「要約する」
という学習がその一例です。授業改善に意欲的に取り組んでいる先生方はそうではないと
思いますが、生徒に「文章の◯段落の内容を要約しなさい」と指示をする前に、自身で要
約するという作業をしているでしょうか。どんな要約文が良い要約なのでしょうか。分量
として、本文の何割程度に縮めればよいのでしょうか。
　私たちが日常生活ではほとんど目にすることはありませんが、特許を申請する際には、
「要約書」を添付することが義務付けられています。その分量は 字以内と指定されてい
ます。どんなに複雑で膨大な出願であってもこのルールは変わることはないと明記されて
います。
　一方で私たちが生徒に書かせている要約文は、どんな根拠や基準があるでしょう。
　最近でこそあまり見かけなくなりましたが、学習指導要領では、説明的文章については
「要旨」をとらえたり「要約」したりする際には「段落」を単位として考えるように指導
することになっています。また、文学的な文章では「場面」という用語があります。けれ
ども、この使い分けが明確でない教室を見かけます。小説や物語の「主題」という用語は、
そして考え方そのものも学習指導要領は勿論、教科書のどこにもないのに、教室では「こ
の小説（物語、あるいは詩）の主題を考えなさい」という問いが発せられ、また、市販の
問題集などでは大事な学習として位置付けられたりしています。
　国語科の教室で行われるべき学習とはどのような学習でしょう。そこではどのような学
力を身に付けさせる授業を行うべきなのでしょう。この章の冒頭で紹介したようなテスト
問題をどのように変えていくことが求められるのでしょう。
　課題を整理すると、学校教育で育てることが求められている広い意味での「学力」と国
語科の関係がどうあったら良いかということに行き着きます。
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　学校教育の出口で求められる学力
　教育の目標と学校教育の目的と目標について、平成 年 月の中央教育審議会は、「幼
稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善について」答申
を行いました。この答申に基づいて現在の学習指導要領が告示されました。双方が基盤と
している考え方の柱の一つに、「知識基盤社会」があります。また、学校教育の基本理念を
「生きる力の育成」であると規定しています。
　高等教育の、特に大学の教育については、 年 月に出た中央教育審議会答申「学士
課程教育の構築に向けて」がきっかけとなって、大学教育の質の保証を具体的に「見える
化」する基準として「学士力」が取り上げられるようになりました。学校教育の在り方を、
グローバルな視点に立って見直すことが、広く議論されています。
　下の図は、国立教育政策研究所の「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課
程編成の基本原理（教育課程の編成に関する基礎的研究　報告書 ）」で掲げられたもの
です（引用はhttp://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/Houkokusho-.pdf　p ）。

　これらを比較すると、多くの共通点が見られますが、そこで求められている資質能力は、
学校教育で培われるべきものと位置付けられます。
　しかし、当然のことですが、義務教育段階でこれらすべてを学力として保証するという
ことではありません。学校教育法の第 条第 項で示された「学力の規定」の条項にある
「生涯にわたって学習する基盤が培われるよう」という文言は、そういう意味をもつもの
だと理解できます。
　次の図 （引用は同上書　p ）は同じ報告書に掲げられている、いくつかの国々の教
育改革のための目標をカテゴリーや内容に沿って整理されたものです。
　この図から読み取れることは、OECDが提唱したキー・コンピテンシーという考え方が、
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各国の教育の基本的な枠組みを考える際に、重要な指針と位置付けられ、カリキュラムを
構成する原理として用いられているということです。
　共通しているのは、まず言語や数、情報などを扱う基礎的な能力を求めていること、次
に、思考力や学び方を学ぶことなどを重要な要素としていること、さらに、社会的なスキ
ルの育成について多様な側面から着目していることではないでしょうか。

　そして、これらの教育改革の目標は、実はわが国の学校教育の基本理念である「生きる
力」とほぼ重なり合うと見ることができます。
　ただし、大学卒業段階では、図 の 段目にあるように、その能力の規定の仕方は様々
ですが、わが国の大学でもこのような世界の動きに対応して、高等教育のグローバル化と
質保証に関する議論の中で「ジェネリックスキル」ということが議論されるようになりま
した。
　「社会で共通して求められる、特定の専門分野や職種・業種に関わりなく、大学卒業者
レベルに汎用的に求められる能力、スキル、態度特性」といった規定がされています。
（濱名篤、 、『ジェネリックスキルの育成とアウトカム評価』、科研費報告書『学士課程
教育のアウトカム評価とジェネリックスキルの育成に関する国際比較研究』、p 、引用は
http : //www.kuins.ac.jp / kuinsHP / facilities / Education /  / InternationalComparison 
ResearchReport.pdf）
　このジェネリックスキルという用語は、かなり広範に用いられるようになっています。
この原稿の執筆時点（ 年 月）で、インターネットを検索すると（ジェネリックスキル・
教育）、 万件以上がヒットします。
　また、文部科学省は （平成 ）年 月に、「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目
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図 　諸外国の教育改革における資質・能力目標
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標・内容と評価の在り方に関する検討会」を設置しました。この検討会は次期の学習指導
要領改訂のための専門家会議と位置付けられていますが、特に中心となる課題として議論
されているのは「育成すべき資質・能力とは何か」という問題です。この検討会の中では、
「汎用的能力」という用語を用いています。
　この検討会の議論の経過が今年 月に公表されました。「育成すべき資質・能力を踏ま
えた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会— 論点整理—」です。（引用は
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/ / /
/ _ .pdf）

　この資料の「 ．育成すべき資質・能力と教育目標・内容の関係について　（ ）資質・
能力のより効果的な育成に向けた教育目標・内容の構造」では、育成すべき資質・能力を
踏まえた教育目標・内容を整理する視点として、次の三つを挙げています。
　　ア）教科等を横断する、認知的・社会的・情意的な汎用的なスキル（コンピテンシー）

等に関わるもの
　　　① 認知的・社会的・情意的な汎用的なスキル等としては、例えば、問題解決、論理

的思考、コミュニケーション、チームワークなどの主に認知や社会性に関わる能
力や、意欲や情動制御などの主に情意に関わる能力などが考えられる。

　　　② メタ認知（自己調整や内省・批判的思考等を可能にするもの）
　　イ）教科等の本質に関わるもの
　　　　具体的には、その教科等ならではのものの見方・考え方、処理や表現の方法など。

例えば、各教科等における包括的な「本質的な問い」と、それに答える上で重要と
なる転移可能な概念やスキル、処理に関わる複雑なプロセス等の形で明確化するこ
となどが考えられる。

　　ウ）教科等に固有の知識・個別スキルに関わるもの
　ここで使われたいくつかの用語については、今後その意味を規定する作業が必要となる
と思いますが、国語科という範囲でこの内容を検討していく上で欠かせない内容は、「複
雑なプロセス」という考え方です。
　この「論点整理」の中の参考として（p ）、次のように説明されています。
　　　複雑なプロセスとは、「意図している結果を達成するために用いられるスキルの組
み 合 わ せ」の こ と で あ る（McTighe, J. & Wiggins, G.,Understanding by Design; 
ProfessionalDevelopment Workbook, ASCD, , p.）。例えば、説得力のある文章
を書く、歴史的な因果関係を捉える、現実世界の問題を数学的に解決する、実験を計
画するなど。

　文章を書くという行為は、この説明にある通り、複雑なプロセスが要求されます。特に
「説得力のある文章」となると、実に多くの要素を動員して、また、既有の知識を用いて、
さらには書いている途中でも幾度も全体の構成を意識しながら部分を完成させるというこ
とが必要になります。まさしく「複雑なプロセス」です。
　だからこそ、これからの国語科の授業では、これまで行われてきた授業の在り方を再検
討することが必要ではないでしょうか。文章を書かせるという授業の場面で、本当に必要
な指導にはどのような内容を含むべきでしょうか。書くという行為にはどんな基本的なス
キルが必要か、そして「なぜ書くのか」ということについて児童生徒にどう意識させれば
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よいのか、さらには、教科を超えて「書くことの意味」を広いスキルの中で位置付けられ
るような指導をどう行ったらよいのか。課題は大きく広がります。

　カナダの教科書から
　学校で行われている教育活動全体の構造を示すものがカリキュラムです。わが国では学
習指導要領があって、それが基準となって各学校のカリキュラムが作られ教育活動が行わ
れます。しかし、その仕組みは国によって様々で、必ずしもナショナルカリキュラムが作
られていない国も存在します。ただし、公立学校ではその設置者が何らかの枠組みを設け
て、その範囲で教育を行うことが、広く行われています。
　先年、カナダのトロント大学のOISE（Ontario Institute for Studies in Education）を訪
問する機会がありました。オンタリオ州立トロント大学はおよそ 万人の学生が在籍する、
世界でも有数の大学の一つです。そこでお目にかかったRinaldo Walcott氏は、Sociology 
& Equity Studies in Education（社会学と教育の公平性を研究するセクション）の准教授
です。カナダの、特にオンタリオ州の教育の内容などについて、Walcott氏から多くのこ
とを学ばせていただきましたが、氏の最大の関心事は「教育における不平等」、もしくは
「公平性の欠如」ということでした。
　トロント市はおよそ 万人の人口を抱える大都市ですが、人種のモザイク都市と呼ば
れるように、多くの国から移住してきた人がそれぞれのコミュニティを形成して住んでい
る街区があって、その色分けがかなり鮮明です。また、カナダ全体を見ても、英語圏と仏
語圏がいまだに区分される国である一方で、多くの移民を受け入れています。さらに先住
民としてイヌイットの人々（エスキモー系民族の一つ）がおよそ 万人いますが、この人
々の多くが初等教育を受けていないという大きな問題を抱え、さらに人種的な問題から所
得格差が大きく、低所得層の市民の教育の状況に大きな課題があるというのが、Walcott
氏が取り組んでいる研究であり、その救済のためのアクションを州政府と行っているとい
うことでした。
　オンタリオ州の小学校から高校までのカリキュラムに基づいて発行されている教科書を
何冊か購入してきました。その中から「Literacy in Action A」について取り上げます。
（Literacy in Action Student Instruction Book, Pearson Education Canada, ）
　この教科書は必修科目のものではなく、必要とされる学校で取り上げて使われることが
想定されています。「行動するために身に付けておきたいリテラシーを、具体的な場面か
ら考える」ことを求める内容であり、出版社のホームページではクロスカリキュラムのため
に使用することが可能であると示されています。 （http://www.pearsoncanadaschool.com 
/index.）
　内容は全体は大きく のユニットから成ります。
　　ユニット 　「公平とは何？」（What is fair?　要素は価値）
　　　　　　 　「売るためのイメージ」（Image for Sale　要素はコミュニケーション）
　　　　　　 　「宇宙の不思議」（The Wonders of Space　要素は科学）
　筆者が注目した 点目は、各ユニットの構成です。どの章も最初に「Read Together」
があって、それぞれのユニットで扱う内容が示されますが、その最後に「話し合ってみよ
う」というタイトルで、まず考えたあとで、そのことについてグループで話し合うことが
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促されるように構成されています。 番目は「Shered（共有しよう）」です。ユニット
では「自伝を読む」ことから、話し合うことと、書き手になったつもりで考えることが繰
り返し促されます。具体的に考える方法のいくつかが示されています。 番目は「Guide 
Practice（練習の仕方）」が示されますが、ここでは「公平と戦う」というタイトルで、
人の困難な状況に立ち向かった人々が取り上げられています。 番目は「Independent 

Practice（独立した練習）」が続きます。ここではアフリカで井戸を掘る活動をしている
人物と、移住してきたカナダで重労働を強制されながら生き抜いてきた東洋人が紹介され
ています。最後は「READ! WRITE! SAY! DO!（読もう、書こう、発言しよう、行動しよう）」
です。まず、「公正さについて取り組んでいる人たちを勇気付けるのはどんなスローガン」
とあって、そのスローガンをＴシャツやキャンディーのパッケージ、缶バッジなどが例示
されたり、写真だけのページのタイトルが「Is it Fair?（これが公平？）」というページが
続きます。例えば車いすの人物が階段しかない建物の前で立ち往生している様子です。
　さらに本文中の随所に「振り返り」のためのヒントがあります。また、ノートの取り方、
レポートのまとめ方、発言の仕方、人に伝えるためのツールなどがちりばめられています。
いわゆる「答え」はどこにも無いということも特徴の一つだと感じました。
　先に紹介したWalcott氏が繰り返しお話しされた中に、「カナダという国は、民主的な社
会だと思われているが、実はそうとばかり言えないのだ。」という趣旨の発言がありました。
　この教科書を見ていると、そういうことに正面から立ち向かおうとする教科書編集者や
教師の姿が想像できます。不正や不公正を隠すのでなく、それに立ち向かうリテラシーこ
そ、学校で育てなければならないのではないかという信念です。
　同様のことは、ドイツの学校でも強く感じました。中学校 年生の英語の教科書のなか
で、文を書くワークの内容です。そこには「親からピアスをしてはいけないと言われたら
あなたはどう答えるか」という課題がありました。わが国の教科書では考えられない課題
です。
　いくつかの例から全てを語る危険は承知の上で、それでも私たちが受けてきた、行って
きた、また、引き継いできたわが国の教育や授業について、クリティカルに検討する必要
を強く感じます。確かに日本の教師は優秀だと言われます。 人近くの生徒を対象に一斉
授業を整然と進行させることについては、外国から来てその様子を見た多くの教育関係者
が賞賛していきます。また、PISA調査の結果を見ても、その成績がOECD加盟国の中で
トップクラスであることも事実です。しかしだからこそ、そして今だからこそ、私たちは
本質的な議論をするべきではないでしょうか。授業はこれで良いのか。求められる学力が
ついているのか。

　授業を変えるということ
　この数年、多くの学校の授業研究に関わらせていただいています。小学校から高等学校
まで、研究主任をされている方から、あるいは管理職の方からアプローチがあって、日程
が許す限り学校に伺い、先生方と「授業をどうしよう」という切実な課題について、一緒
に取り組んできました。先生方の努力で、授業が、そして学校が変わったと言われる学校
がある傍ら、何度か通ううちに研究が進まず、停滞してしまう学校も見てきました。その
違いはどこから生ずるのかを考えます。一番に言えるのは、中心になって努力されている
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先生がいて、その先生を中心に協働しようとする集団が形成されるかどうかです。地域活
性化に取り組む時、合い言葉のようにいわれる「若者、よそ者、ばか者」が、実は学校が
変わる時にも現れるように思います。筆者は「よそ者」です。もう一つの原因は、実は公
立学校の宿命なのですが、 月に行われる人事異動です。しかし、これは乗り越えること
が可能です。そして三つ目、実はこれが最大の原因かもしれませんが、先生方の保守的な
姿勢です。そういう姿勢の方が何人かおられると、どんなに頑張るリーダーがいても、な
かなか前に進みません。
　多くの学校で先生方に繰り返し、「授業は楽しいですか？」と問いかけます。問い直しま
す。どの職業でもそうですが、私たちは働いています。その中心にある本質的なところで
「楽しい」と感じられない限り、働く意義を見い出せないし、喜びを感じることはできま
せん。それが出発点であり、ゴールだとも思います。
　そしてそういうことに取り組んでいる中で、いつも戒めていることがあります。それは、
「方法論にいくら長けても、それは結局本質的な理解につながらない」ということです。
先生方は時に「答え」を欲します。こんなことがあった時、どうすればよいですか。ここ
でいう「こんな時」に私はいません。だから答えられません。一般論として申しあげるこ
とは可能かもしれません。けれど私は評論家ではありませんから、「こんなこと」の状況が
分かっていない中で、無責任に答えてはいけないのだとも思っています。
　先生方には、だから「授業は楽しいですか」なのです。楽しいとはどういうことを指す
のでしょうか。どうなったら楽しいのでしょうか。楽しくなるためにはどんなことに取り
組めば良いのでしょうか。それはおそらく方法論からは生まれないのだと考えています。
本質的なところをどう変えていくか。すべてはそこから始まり、半ば永久に続くのです。
いつも更新されなければ、持続することさえできないのではないかと思います。
　一昨年 月に私が所属する横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセンターでは、
『教師として成長し続けるために』という冊子を発行しました。この冊子の後半の第 章
では「これからの時代に求められる授業力を身に付けるために」というタイトルで、具体
的に授業を変えるために考えたいこと、取り組みたいことをお示ししました。その最後の
節のタイトルは「教師にとっても楽しい授業を」です。私たち教師にとって、授業こそが
やり甲斐であり生き甲斐でありたいという願いを込めました。
　それでも、具体的な方法は必要です。ただ「授業を変えよう」と言っても、それでは何
から手を着けるか、暗中模索では何も始まりません。
　そこで最初に提案するのは、「教える」授業から「学習する仕掛け」が埋め込まれた授業
へという意識の転換です。そして、次は学校にいるすべての教師が取り組む体制作りです。
　授業を変えるためのステップとして、次ページのような提案をしています。
　これは中学校の先生方を想定して作成しましたが、小学校でもアレンジすれば使ってい
ただけます。
　ここにお示ししたのは、本稿の趣旨が、「授業がどうあったら良いか」を考えること、学
習指導要領やその他の資料に基づいて、学校がどのように取り組むことが必要かを明らか
にすることにあると考えるからです。
　教科「国語」だけの課題ではなく、学校がそれこそ全勢力を傾けて取り組むべき課題で
す。　現状は、どうでしょう。相変わらずペーパーテストで覚えた知識が再現できればよ
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しとする授業になっていないでしょうか。教師の「トークとチョークとジョーク」こそが
授業だと思い込んでいる（思い込まされている）生徒を育てていないでしょうか。テスト
で 点を取ることだけが価値とされる教室になっていないでしょうか。わずか数十人の
テスト結果について平均点を出して生徒の誤った意欲を煽り立てていないでしょうか。
「できる子」だけが活躍する教室になっていないでしょうか。
　そういう現状すべてに対するクリティカルな検討から考えてみました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

 
　この の指標は、「生徒に学力を身に付けさせる授業」をゴールと考えて、学習評価をそ
の中心において授業を変えていくために取り組みたい課題を整理したものです。
　まず一つひとつの項目について、「うーん」にチェックを入れてください。そのうえで、
授業改善がどれくらい進んでいるかを確かめながら、「ちょっとは」、「かなり」、「だいた
い」とチェックの段階を上げていきましょう。ゴールは のチェックが付けられることで
す。
　現状を踏まえて、これからどのように授業改善を進めていけばよいのかを考えていただ
くための指標です。時々取り出して、授業について考えるために使ってみてください。
　私が所属する教育デザインセンターの先生方が提唱する授業作りの考え方に沿って作成
していますが、各学校で、授業研究の内容などに応じてアレンジしていただくことも可能
です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

　この資料を用いて、自身の授業を振り返ることから、先生方の授業についての意識が変
わります。リフレクションとは「反省的思考」のことを言います。まず教師こそがリフレ
クションを行い、そこから出発することで授業のどこかが少し変わります。
　繰り返しますが、授業を変えることは、容易なことではないという意識を持たれる先生
方も少なからずおられます。けれど、最初の一歩を踏み出すと、違う景色が見えてくると
語ってくれた定年間近の先生の一言が、私を、そして先生方を勇気付けてくれます。
　もう一つの課題は、授業を素材に行う研究協議の在り方です。

授業改善のための具体的な道筋を考えるために
だ
い
た
い

か
な
り

ち

と
は

う
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今、私は　　　　

　　考えたいこと・取り組みたいこと

単元を始める前に、「学習指導要領」と「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善の
ための参考資料」に目を通しています。
単元ごとの評価規準を明確にして授業を進めています。
単元の指導計画を教科で話し合って作成しています。
その単元で生徒が目指す「学習のめあて」を示しています。
「単元の学習のめあて」に迫るための「問題」が明確です。
単元の学習の進行に沿ってどんな学習が行われるのかを予め生徒に示しています。
学習の場面ごとに、Bを実現していない生徒を把握しています。
何ができるように・わかるようになったら良いのかを生徒は自覚しています。
授業の中でいつでも生徒たちは「困ったこと・分からないこと」が言えます。
生徒による学習の「振り返り」を学習の進行に沿って用いて、授業改善のための資料
として活用しています。
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　これまでに行われてきた「付箋」を用いた四象限に分類して話し合う研究協議は、実は
ほとんど何も生み出しません。なぜなら、出された多くの異なる意見を短時間で集約する
ことには、まず物理的な無理が生じます。また、それを取りまとめる役割を担うファシリ
テーターは、相当高度な知識をもっていることと柔軟な思考ができることが求められます。
本来ファシリテーターはそういう人が担う役割です。そういった役割に含まれる機能を十
分に検討しないまま、見よう見まねで行っても、結局尻切れトンボの消化不良のままの協
議で終わってしまうのは自明のことです。
　いくつかの学校でのそういう経験から、神奈川県愛川町立愛川東中学校の先生方と編み
出したのが「愛川東中学校方式」と名付けられた研究協議の進め方です。この方法では、
常に 人または 人のグループで、今日の授業から何を学んだかを語り合い、さらなる課
題は何かを明らかにするところまで話し合います。そしてそれを全体で共有しながら、授
業改善のための次の課題を探ります。 時間程度の時間で、参加した全員が必ず意見を持
ち、発言し、協議します。
　多くの学校で見られた「自評」（筆者はこの自評を「懺悔と言い訳」と呼んでいます。）
から始まる重苦しい研究協議会ではない、全員が主体的に参加する協議が行われるように
なりました。すでにいくつかの学校で提案をさせていただく中で、それぞれの学校で愛川
東中学校方式のバリエーションが生まれました。
　ここでもキーワードは「楽しいか」です。自分の思いを語り、授業についての考えを交
流する中から、異なった気付きに目を向ける経験があり、新しい発想が生まれます。そう
いうことを「楽しい」と感じられる学校に変わって行く様子をいくつも拝見してきました。

　改めて学力を問い直そう
　第 章で取り上げたテスト問題について、それではどうあったらよいのでしょう。
　そのことについて考えるために、「汎用的なスキル（もしくはジェネリックスキル）」に
ついて触れました。また、カナダのリテラシーという科目の教科書から私たちが使ってい
る教科書に見られる課題をこれからも考えて続けたいと思います。そしてテストを変える
ためには、その前提である授業そのものを再検討することが必要だと述べました。
　国語の授業については、授業全体を「問題解決の過程」とするように計画することから
始めるべきではないでしょうか。
　最近、毎時間の授業で多くの先生方は、その時間の目標、もしくはめあてを示してから
授業を始めるようになりました。しかし問題は、その「目標」なり「めあて」が本当に妥
当なものかというところにあります。つまり、その目標は解決するための「問い」を含ん
でいるかということです。また、その「問い」が、学習者に学力を付けるという授業の目
的に照らしてそれだけの価値を含むものかということでもあります。
　第 章で紹介した文部科学省の「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評
価の在り方に関する検討会」の委員である西岡加名恵は、「汎用的なスキルやメタ認知を教
科教育に位置付ける上で有効だと考えられるのは、各教科における『本質的な問い』に対
応させたパフォーマンス課題を活用することである」と述べています（西岡加名恵、 、
「カリキュラムにおいて汎用的スキル等をどう位置づけるか」、『指導と評価』 年 月
号、p ）。
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　そして具体的な学習場面での「本質的な問い」についての試案が作成され公表されてい
ます（京都大学大学院教育学研究科E.Forum http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/e-forum）。
　その内容は、まだ研究段階であり、十分とは言えない部分もありますが、これからの授
業の在り方、学習評価の方向性について、示唆に富んだ提言も含まれています。
　課題となるのは、この研究会でも再三話題になった「ルーブリック」です。国語科とい
う複層的な内容を包含する、また、学年進行に伴って必ずしも学習内容が分節されないと
いう教科の特性に見合うルーブリックは作成可能かという、それこそ本質的な問いが生じ
ます。
　また、学習指導要領の「内容」それぞれについて、それぞれの内容に見合う適切なパフ
ォーマンス課題と本質的な問いが設定できるのかという疑問に、今のところ明確な見解が
示されていません。
　さらに、パフォーマンス課題とその評価に関わる問題です。教科の、そして学習内容の
特性に適するパフォーマンス課題とはどのようなものになるでしょう。実際に評価する場
面では、学習者と教師とで検討会を行うことが前提となるように位置付けられていますが、
そういう評価方法になじんでこなかった教師たちに受け入れられ実行可能なモデルを示す
ことは可能でしょうか。
　随分否定的に問題点を列記しましたが、国語科の授業を変えるために、そしてその評価
を行う場面としてのテストを変えるためには、上記の検討会で検討されている「汎用的な
スキル（もしくはジェネリックスキル）」についてその趣旨を理解しておくことが必要だ
と考えています。これまでの国語科の授業が、多くは先生方の経験則に基づいた、それこ
そ数十年も変わらないものであったという課題を克服しなければならないからです。いろ
いろな立場があり、主張がありますが、例えば文学作品を読むという行為について考える
と、教室では今だに詳細な読解が行われていないでしょうか。すでに 年にそのことに
ついて批判的な検討がされています。また、前々回の学習指導要領の改訂の際にも文学的
文章の詳細な読解から離れるべきだという指摘がありました。しかし、それが無くならな
いのは、詳細な読解に変わる指導原理が見出されてこなかったことに原因があるのではな
いでしょうか。
　そこで、第 章のテスト問題例については、　　　
　　二つの「足踏み」をした場面について、少年の行動や心情の違いを比べて考えること
にどんな意味があると考えますか。それぞれの場面の少年の心情の違いをもとに 字
程度で説明しなさい。
というようなものが考えられます。
　この問いの趣旨は、小説や物語を読むことにどんな意味があるかを考えさせるところに
あります。それは学習指導要領の第一学年「C読むこと」のエとオで示された学力に基づ
きます。何ができたら「内容を理解」したことになるのかということを問わなければなり
ません。場面で異なる心情が描かれている、その心情を把握できるという学力は小学校第
学年及び第 学年の指導事項です。そういう学習指導要領の理解から、本質的な授業改
善が行われるべきではないでしょうか。 字程度としたのは、あるまとまりのある考え
の表出の積み重ねこそが、次代に生きる学力の基盤となるスキルと位置付けられると考え
られるからです。

第 章
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　そして、このような設問に取り組ませたテストでは、採点して返却したところから、新
たな学習が始まります。教師のした採点について、生徒は意見を表明する機会が与えられ
るべきです。そのやり取りの中から、教師は小説や物語を読むことがなぜ学習として価値
があるのかを伝えることができますし、生徒は自身の考えたことについて、課題を把握し
たり問題を掘り下げたり広げたりする方法を学びます。
　これまでのテストについての発想ではない、本質的な学習の契機を生むためのテストに
変えることが可能ではないでしょうか。その意味では、国語科の定期テストで教科書で学
習した文章を扱うことの意味も考え直さなければなりません。先にあげた学習会では、
「基本的に教科書の本文は使わない」というK先生がおられました。教科書の本文を使っ
たテストでは、生徒にも教師にも甘えが生まれてしまうというのが、K先生の意見です。
それではK先生の授業で生徒はいい加減に学習しているかというと決してそんなことはあ
りません。むしろ、どんなことを身に付ければよいのか、ノートの指導などを通して徹底
できると考えておられます。その会に参加していたメンバーが大きく揺さぶられた瞬間で
した。ただし、伝統的な言語文化に属する内容については、生徒の学習負担を考慮して、
教科書の本文も用いているそうです。

　学校で育てる学力という問題を考える時避けて通れない課題はPISA調査がもたらした
多くの問題意識です。この調査ではこれまで私たちが経験したことのない種類の問題が出
題されました。この調査をテストだと勘違いしている方に出会いますが、本来の趣旨は、
各国の義務教育レベルで学校教育が機能しているかを調査し、問題があればそれをどのよ
うに改善していくべきかを検討する資料となるように組み立てられ実施されたものです。
わが国ではその趣旨を受けて、学習指導要領の改訂に伴って、OECDのDeSeCoが提唱し
た つのキーコンピテンシーという 世紀の社会に生きる人に求められる能力についての
分析が行われました。また、その核心をなすと位置付けられた「思慮深さ」については、
メタ認知能力の育成と批判的な思考力を育成することなどが、何らかの形で取り入れられ
ています。つまり、否応なしにわが国の学校教育はグローバル化の波の中に取り込まれて
しまうということが起きています。むしろそういう状況に今後どう対応していくかが問わ
れています。
　今、改めて問われているのは、「何のための学力か」です。学校では、繰り返しになりま
すが、「生涯にわたって学習する基盤を培う」ことが求められています。その視点から、国
語の授業を見直す必要があります。極端な言語機能主義になってはならないことは勿論で
すが、伝統的に引き継がれてきた読解中心の授業であってもならないと考えています。そ
のためには多くの議論が必要です。そして教室で授業を行う私たち一人ひとりが、そのこ
とを考えなければなりません。それは一人でできることではないのですから。
　フィンランドの教育大臣を務めたオッリベッカ・ヘイノネンが引用した格言です。
　Non scholae sed vitae discimus.　学校のためでなく人生の為に学ぶ（ラテン語の格言）
もう一つ。 
　It takes a village to raise a child.　ひとりの子供を育てるには一つの村が必要。（アフリ
カの格言。社会全体で教育制度を考えなくては、という意味合いから） 
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横浜国立大学　三浦　修一

　本稿は、授業を「学習する児童生徒のため」のものとしていくためには、授業のどこを
どのように変えていくべきなのだろうという議論や考え方から生まれたものです。
　内容については、特に、後半の研究協議の進め方は、愛川町立愛川東中学校の先生方と、
横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセンター主任研究員　三浦修一とが協働し
て開発したものです。そこで、研究協議を行うためのワークシートと協議のスタイルにつ
いては、『愛川東中学校方式』と名付けました。
　この提案をもとに、より価値の高い、意味のある学校研究となるようにしていただくた
めに、それぞれの学校ごとに、自校の研究の考え方に沿って改善を加えてください。
　主な内容は以下の通りです。

　Ⅰ　学習指導案

　Ⅱ　授業記録

　Ⅲ　学習者による授業評価（児童・生徒へのインタビュー）

　Ⅳ　研究協議のためのワークシートと協議の進め方
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2012.10
授業を変えるための授業研究の進め方

『愛川東中学校方式』の提案

　この提案は三浦修一（横浜国立大学教育人間科学部附属教育
デザインセンター主任研究員）が、愛川町立愛川東中学校、横
浜市立港南台第一中学校、三浦市立三崎中学校の先生方と協働
して作成したものです。
　自由にコピーしてお使いください。それぞれの学校などで加
工してくださることを歓迎します。
　お使いになったご意見や、改訂のアイデアなどをお聞かせく
ださい。 《s-miura@ynu.ac.jp.》
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Ⅰ　学習指導案
　学習指導案の提案
　この提案の基になっているのは、次の資料などです。

　①『ことばが育つ学びのプラン』、 木展 ・三浦修一監修、神奈川県国語科カリキュラ
ム研究会編、 年、三省堂

　②『「読解力」をはぐくむ国語学習』、 木展 監修、三浦修一・「読解力」向上カリキ
ュラム研究会編著、 年、三省堂

　③『各教科等における「言語活動の充実」とは何か』、横浜国立大学教育人間科学部附属
横浜中学校編、 年、三省堂

　④横浜市立港南台第一中学校、三浦市立三崎中学校における授業研究の成果
　⑤伊勢原市教育委員会　 年次教員研修で用いた研修資料

　従来型の例えば「導入・展開・まとめ」の形式から、単元として学力を育成することを
目指して、学習評価から授業を改善していくことを意図した内容になっています。
　A 両面で作成する ページのものと、A 用紙で ページまたは ページのものが、
これまで作られてきました。ここではA 版 ページのバージョンを載せています。
　学習指導案は、教師が授業を行うための考え方や姿勢を示し、実際の授業の進行をイメ
ージしながら、学習の成果として児童生徒にどのような学力を身に付けさせるかを意図し
て作成されたものだという考え方に基づいています。
　この形式の学習指導案については、『プロセス重視の学習指導案』と呼んでいます。

　例として示したのはA 用紙を用いた形式の ページ目です。裏面（ ページ目）に、
例えば「今日の授業」として、一時間の授業についての内容を加えたり、各学校の研究主
題についてこの授業ではどう扱うかなどを書いたりすることができます。
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　『プロセス重視の学習指導案』例（ ページ）
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Ⅱ　授業記録
授業を記録する意味と方法の提案
　「私たち教師が『提案授業』を見ているとき、本当に見ているでしょうか」という疑問
から、このような形式の授業記録用紙を考えました。
　この記録用紙では、授業全体がどのように動いていたかを見て、記録することを第一義
に考えています。
　もちろん、この用紙の中に、例えば個々の学習者の発言や行動を記録して、そのことに
ついて質的に検討することも可能です。
　一方で、授業における問題は、「本当に児童生徒が学習するような授業になっているか」
という根本的な問いです。教師の「トークとチョーク（とジョーク）」が大半の時間を占
めている授業になっていないか、教師と学習者の一問一答が延々と続く授業になっていな
いか、などの課題を明らかにして、授業を変えるための最初の一歩は、私たち教師が授業
を見る「眼」を鍛えることにあると考えています。

　時間の流れに沿って授業で起きていることを記録していきます。
　①　最も左側の欄には、児童生徒が考える・問題解決に取り組む・作業や実習、実験な
どをしている時間と内容を記入します。教師の指示に基づいて、自力で学習している
時間ということになります。

　②　左から 番目の欄については、上の①をしているけれど、そこに教師が支援をした
り助言をしたりしている時間を記入します。児童生徒が主体ではあるけれど、そこに
教師が何らかの関わりをしている時間だと解釈できる場合です。

　③　右から 番目の欄については、教師が中心で児童生徒がそれに応えるように学習が
進行している時間という理解です。一問一答がこれにあたります。

　④　最も右側の欄には、教師が児童生徒に対して働きかけている時間を書きます。具体
的には、説明や指示、提示等です。児童生徒の反応を確かめながら話していたとして
も、それは教師だけが活動していると解釈できる場合も、この欄に記入します。

　授業が終わった後で、①〜④の時間を分単位でまとめてみましょう。そうすると人によ
って解釈が異なります。なぜその違いが生まれたのかを検討することから、授業の中で起
きていたことをどう見るべきなのかを話し合ってみましょう。
 

『提案授業』について
　授業研究会を行う際に参観する授業を、私たちは『提案授業』と呼んでいます。
これまで「研究授業」と呼ばれてきましたが、本当にそういう言い方が適切でし
ょうか。授業者を中心に、小学校なら学年の、中学校なら教科の先生方がまとま
って学習指導案を作成して、場合によっては他のクラスで、あるいは先生方が交
互に児童生徒役になって、プレ授業や模擬授業を行います。実際に研究会を行う
場面で行われる授業は、従って『提案授業』という位置付けになるべきだという
考え方をしています。
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Ⅲ　学習者による授業評価（児童・生徒へのインタビュー）
　最近いくつかの学校では、提案授業が終わった後で、その教室で学習していた児童生徒
にインタビューをする光景を目にします。
　私たち教師が行っている授業について、それを受けている児童生徒の声を聞くことによ
り、授業について多くの示唆が得られます。
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Ⅳ　研究協議のためのワークシートと協議の進め方
『愛川東中学校方式』の提案
　これまでに行われてきた授業後の研究協議は、真の意味で「研究協議」になっていたで
しょうか？　義務的に参加して、感想を言い合って、この時間はいったい何だったのだろ
うと疑問を覚えることはなかったでしょうか？
　多くの学校で行われている授業研究会では、まず「授業者自評」がなされます。これを
私たちは「授業者による懺悔と言い訳」と位置付けました。そこで授業者自身が述べる内
容が、実はその後の協議の最も大事な内容を含んでいることが多いのですが、懺悔と言い
訳された事柄についてさらにそれを話題にすることは躊躇してしまいます。
　また、参加者が授業中に気付いたことを付箋に書いて、それを持ち寄ってカテゴライズ
するという方法もよく見かける方式です。この方式の問題点は、カテゴライズをすること
がとても難しいということと、多くの場合、その場限りのものとなってしまうということ
です。
　このような問題意識から、これまでの授業研究会のスタイルを変える必要があると考え
ました。
　また、愛川東中学校では、「やらされる研究・研修から、主体的に取り組む研究・研修へ」
という発想のもと、さまざまな取り組みをしてきました。
　その結果生まれたのが、『愛川東中学校方式』です。
　この授業研究の方式は、大きく分けて つのステップから成っています。

　 　個人で考える時間です。これは授業を見て気付いたことを つの視点から整理する
段階です。全部の視点について記入する必要はありません。少なくとも つの視点に
ついて書きます。まず「キーワード」を書き、その内容についての説明を右側の欄に
記入します。（Ｐ.の図をご参照ください。）

　　　この個人で考える時間は、 分〜 分程度をとりましょう。

　 　グループワークの時間です。交流することと提案するために協働して考えることが
行われる時間です。（Ｐ.の図をご参照ください。）

　　　人数は原則 人、最大でも 人にします。 人だと、それだけで時間がかかってし
まい、効率の面からもお勧めできません。

　　　Aさん、Bさん、Cさんの 人で、次のように話し合いを進めます。
　　　①　まずAさんは、 で考えたことの中から、最も大事だと考えたことを一つ選ん

第 章

『教授行為』とは
　児童生徒が行うのは『学習行為』です。それに対して教師が行うこと全てをま
とめて『教授行為』と言います。学習指導案を作りながら単元の指導計画を立て
ることから始まって、教材・教具の準備（学習プリントの作成も含みます）、授
業の進行について考えること、発問や板書の計画、座席配置、その単元における
評価計画と思考力・判断力・表現力を育てるための言語活動の位置付け、など、
教師が 時間の授業を行うためのさまざまな準備や行為が『教授行為』です。
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で、BさんとCさんにその内容を説明してください。その際、視点とキーワード
を最初に言いましょう。

　　　　　BさんとCさんは、シート  （ ）に名前、視点、キーワードを記入した後に、
Aさんのお話の内容を整理しながらメモを取りましょう。相づちをうったり、内容
を確かめたりすることは可としますが、内容についてのコメントは、次の段階で
行ってください。

　　　②　BさんとCさんは、Aさんの話が終わったら、その内容についての意見を考え
てください。考えた内容をシートの「私は」の欄に書きましょう。

　　　　　Aさんの話が終わってから、BさんとCさんが考えをまとめて書き込むこの時
間を『沈黙の一分間』と名付けました。このワークのある意味で目玉の時間です。

　　　　　私たちは人と話し合う時に、最初の発言についての反応をすぐにしようとしま
すが、本当にそれで良いでしょうか？　児童生徒の話し合いについても同様です。
発言の内容を咀嚼して、その核心について応えたり意見を述べたりしているでし
ょうか？　必ずしもそうなってはいない場面を多く見かけます。それを解決する
ための『沈黙の一分間』です。これは象徴的に名付けたことです。実際にはもう
少し時間がかかります。

　　　　　Aさんは、BさんとCさんの様子を見て（この間は沈黙を守りましょう）、二人
が「私は」の欄に書き終えたと判断できたら、「コメントをお願いします」と声を
かけましょう。BさんとCさんは、それぞれAさんの意見について考えたことに
ついてのコメントを伝えます。その時、Aさんはシート  （ − ）に、いただ
いたコメントの内容をメモします。

　　　　　当然、 人のやり取りから新たな議論が生まれます。BさんとCさんのコメン
トの違い、Aさんからのコメントの内容についての意見、などです。ある程度煮
詰まるまで、議論を続けましょう。

　　　　　次にＢさんが発言します。同様にＡさんとＣさんはＢさんの発言の内容をメモし
た後で、「私は」を考えて記入します。

　　　　　以下はこの繰り返しです。
　　　③　 人の発言とコメントのやり取りが終わったら、「（ ）全体に提起したいこと」

に進みます。
　　　　　話し合う中から、その日の「提案授業」から学んだこと、最も価値のあった内

容、明日からの授業で課題とすべきことなど、 人で話し合った中から最も大事
な問題として浮かび上がったことを全体の場に提案しましょう。

　　　　　話し合って右のような形でグループとしての提案をまと
めます。用紙はＡ 程度が良いようです。ホワイトボード
でもできます。筆記用具は中くらいの程度の太さのマジッ
クやマッキーなどが適しています。少し離れたところから
も見えるように考えて書きましょう。

　　　　　この提案を話し合いを通して作る際に気を付けたいこと
は、多数決をしないことと、遠慮しないことです。

　　　　※ここまで（ と を併せて）およそ 分を想定していま

授業（学級）
視点《　　　 》

説明

（メンバー）

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・

キーワード
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す。
　　　　　時間が取れないという理由でこの時間を短くすると、話し合いも提案の内容も

薄くなりがちです。後の時間は多少短縮できますので、このグループワークの時
間を必ず確保しましょう。

　 　他のグループからの提案・提言から学ぶ時間です。（Ｐ.の上図をご参照ください。）
　　　各グループで書いた提案を教室の中に貼ります。その時、黒板にまとめて貼ること
は避けましょう（教室で貼る場所については下の図を参考にしてください）。

　　　貼られた各グループからの提案から学ぶために、全員で全ての掲示をまず見ましょ
う。そして、その中から、「この提案は大事だ」、「このキーワードと説明は私の授業
に生かせる」、「こういう風に考えることはしていなかった、この内容から学ぶことが
ある」などと考えられるものを二つ選んで、  のシートに
メモしましょう。

　　　授業で児童生徒に考えたことやまとめたことを発表させ
る場面でのことを考えてみてください。子どもたちは、他
のグループの発表を、本当に聴いているでしょうか？　そ
の内容をしっかり受け止めているでしょうか？　あまりで
きていません。それは、「評価意識」が働いていないからで
す。最も良いと思うものを一つ選ぶという習慣はあります
が 、それでは評価する力や意識は育ちません。だから「二
つ」なのです。対象が 以上ある場合には三つでもよいでしょう。

　　　そこで、まず、教室の中を歩いて、すべての提案をよく読んだ上で、二つ選びます。
　　　この次の段階では、二つの方法が考えられます。一つは、最初のグループに戻って、
選んだ提案がどのようなもので、それは何故かを交流するという方法です。

　　　もう一つは、全体として、それぞれの提案ごとにメモした人数が何人いるかを確か
める方法です。こうすると、その場にいる全員の考えや問題意識がある程度集約でき
ます。

　　　助言者がいる場合には、その方に特に票数が多かったものについてコメントをいた
だくことも可能です。または、全体として大切な提案や提言はどれかを指摘していた
だくことも意味のあることです。

　 　最後に一人で考える時間です。授業では振り返りにあたります。今日の提案授業と
その後の研究協議から何を学んだか、そして私の課題は何かを明らかにします。それ
は「教師として成長し続ける」ための課題であり、専門職として求められる姿勢でも
あります。この時間で書ききれなくても、どこかで書いておくことを薦めます。

　　　可能なら、この内容をまとめて印刷することで、授業改善のためのヒントを共有す
ることができますし、研究会の質的な改善と向上に繋がります（Ｐ.の下図をご参照
ください。名前を入れる必要はありません）。
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黒板

※◯は貼る場所です
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　提案授業から考えたことを整理しましょう
　①この授業で評価できること

　②この授業から学んだこと・取り入れてみたいこと

　③この授業について課題だと考えたこと・提案したいこと
 

A　生徒の学習活動・言語活動について

その具体・根拠キーワード

Ｂ　教師の教授行為（単元構成・授業の進行なども含めて）

その具体・根拠キーワード

Ａ　生徒の学習活動・言語活動について

その具体・根拠キーワード

Ｂ　教師の教授行為（単元構成・授業の進行なども含めて）

その具体・根拠キーワード

Ａ　生徒の学習活動・言語活動について

その具体・根拠キーワード

Ｂ　教師の教授行為（単元構成・授業の進行なども含めて）

その具体・根拠キーワード
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　交流して共有しましょう
（ ）グループでの交流（「沈黙の一分間」を取り入れましょう）

（ − ）いただいたコメント

（ ）全体に提起したいこと
　視点（　　　　）　 キーワード（　　　　　　　　　　）
　こんな内容を提案・提起したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第 章

（　　　　　　　　　　　　　　さん）　 　　　　　視点（　　　　）
キーワード（　　　　　　　　　　）

私は

（　　　　　　　　　　　　　　さん）　 　　　　　視点（　　　　）
キーワード（　　　　　　　　　　）

私は

（　　　　　　　　　　　　　　さん）　 　　　　　視点（　　　　）
キーワード（　　　　　　　　　　）

私は

（　　　　　　　　　　　　　　さん）

（　　　　　　　　　　　　　　さん）

（　　　　　　　　　　　　　　さん）
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　他のグループからの提案・提言から学びましょう

　私の課題
　授業改善のために具体的に取り組むことは何ですか

　　　キーワード《　　　　　　　》

　　　具体的な内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メンバーキーワード
内　　容

メンバーキーワード
内　　容

メンバーキーワード
内　　容

メンバーキーワード
内　　容



第 章　指導方法と評価の工夫改善
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第 章　授業の実践と提案
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　「話すこと・聞くこと」の授業実践である。 年生の一学期時にいわゆる話すことに関
する指導（Ａ（ ）イ・ウ）に重点を置いて行った。
　これを「話し合うこと」へ進めようとするためには、相手の意見を聞き、内容を理解し
た上で、自分の意見を言えることが重要である。そのために、話し合いの仕方に「沈黙の
一分」を取り入れた。これは、相手が意見を言ったあとに、すぐに自分の考えを述べるの
ではなく、インターバルの時間、「沈黙の一分」を使って、自分の考えをまとめることで、
充実した意見交流にしようというものである。
　 年生教材「少年の日の思い出」を学習した後に、物語の後半場面から、登場人物であ
る「僕」と「エーミール」の言動から、自分はどちらを支持するかについての討論会を行
った。
 

第 章

生徒の意見交流を活性化させるための実践・提案
年「少年の日の思い出」より

愛川町立愛川東中学校　中村慎輔

愛川東中学校　第 学年　国語科　指導計画（ 月 週～・ 時間）
担当：中村慎輔　

・話し合いの話題や方向を捉えて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、
自分の考えをまとめる力。（Ａ（ ）オ）

身につけさ
せたい力

・話し合いの話題や方向を捉えて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、
自分の考えをまとめる。学習目標

・文章を読んで、論点を明確にして討論をすること。（ ）他言語活動

「少年の日の思い出」単元・教材

評　価　規　準

言語についての知識・理解・事項話すこと・聞くこと関心・意欲・態度
③　指示語や接続詞などを適切
に使い、自分の考えを分かり
やすくしている。

②　話し合いの話題や方向を捉
え、自分の考えと比較しなが
ら相手の話を聞き、自分の考
えをまとめている。

①　互いの考えの共通点や相違
点を整理し、建設的に話し合
おうとしている。

授　業　計　画

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準と（評価方法）
○本単元の目的を理解する。

○ ～ 場面について、「僕」と「エーミール」の
どちらを支持するか。支持する立場に分かれて
討論をする。
 ，討論のための準備をする。
 ，討論会を行う。
（ポイント）
・他の人の意見を聞いて、それに対して自分の意
見を言うこと。
・討論を通して、再度自分の支持する立場を考え
る。
・最終的にワークシートにまとめる際には、討論
での友だちの意見を引用しながら、記入するこ
と。

②　話し合いの話題や方向を捉え、自分の考
えと比較しながら相手の話を聞き、自分の
考えをまとめている。

③　指示語や接続詞などを適切に使い、自分
の考えを分かりやすくしている。

【ワークシートの記述の分析～記録する評価】
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資料 　　討論会の具体的な進め方（生徒に提示したもの）

　「僕」ｖｓ「エーミール」正しいのはどっちだ！！　　討論会

〈進め方〉
 ．制限時間内に以下のことを行うこと。
①Ａさんが意見を言う。
②Ｂ・ＣさんはＡさんの意見について質問をする。
　→〈沈黙の 分〉
③Ｂ・ＣさんがＡさんに対する自分の意見を言う。
④ＡさんがＢ・Ｃさんの意見に対して、回答をする。
※次にＢ・Ｃさんの順番に同じことを行う。
〈ルール〉
・意見の言い方（例）
　「○○さんの意見に対して、私は、…だと思います。（…と考えます。）
　　理由は、…（本文を根拠に）」
・討論会中は、「討論会振り返りシート」〈メモ用〉に記入すること。

 ．討論会後、「討論会振り返りシート」〈提出用〉に討論会の記録を記入する。
　※　できなかった部分は空らん。

 

〈評価規準〉
○「話すこと・聞くこと」
Ｂ：他の人の意見を聞いて、それについて自分の意見を言うことができた。　
Ａ：Ｂ規準を満たしており、かつ、「討論会振り返りシート」の「まとめ」の記入が討
論会を反映したものとなっていた。

討論会について、学習目標が達成できたか、グル
ープで話し合う。

○本単元の振り返りをする。
・「なるほど」と思った意見はだれのどんな意見で
したか？
・討論会を通して、あなたの考えはどう変わりま
したか？
・討論会をするの意味について、あなたの考えを
書きましょう。

①　互いの考えの共通点や相違点を整理し、
建設的に話合おうとしている。

【振り返りの記述の確認～記録する評価】

2
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　生徒同士に授業の学習活動の中で相互評価をさせると、生徒は印象評価で終わってしま
うことが多い。ＡＢＣ評価であれば、深く考えることなしに、迷ったら、とりあえずのＢ
をつけてしまう傾向がある。
　そこで、教師が客観的に評価できる規準を明確にし、その規準をもとに生徒同士が相互
評価し合うことで、適切な評価能力を身に付けることができるのではないかと考えた。
　本実践は、生徒の学び合いの活性化のために、「アドバイス交換」という手法（「学び合
い」）を用いて、相互評価活動を行ったものである。
 

第 章

相互評価についての実践報告・提案
分間スピーチ実践「部活紹介」

愛川町立愛川東中学校　中村慎輔

愛川東中学校　第 学年　国語科　指導計画（ 月 週～・ 時間）
担当：中村慎輔　

・話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相手に分かりやすい語句の選択、相手や
場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。（Ａ（ ）ウ）

目　標
（身につけさせ
たい力）

・「分かりやすく話そう」
　相手に分かりやすい話し方を理解する。学習内容

・ 分間スピーチ「部活動紹介」単元・教材
（言語活動）

評　価　規　準

言語についての知識・理解・事項読むこと関心・意欲・態度
③　音声の働きや仕組みについ
て注意し、目的や場面に応じ
て適切な音量や抑揚などで話
している。

②　話す速度や音量、言葉の調
子や間の取り方、相手に分か
りやすい語句の選択、相手や
場に応じた言葉遣いに注意し
てスピーチしている。

①　伝えたいことが相手に伝わ
るように、工夫してスピーチ
しようとしている。

授　業　計　画

学習活動（下線は言語活動）具体の評価規準（評価方法）
 ，分かりやすく話すための つのポイントを示
す。

）文を短くして話す。
）全体像を先に話す。
）項目を立てて話す。（ナンバリング・ラベリ
ング）

）文を短くして話す。
○例文について、聞き手に分かりやすくなるよう、
三文に直す。
）全体像を先に話す。
○ つの例文について、どちらが分かりやすいか
考える。
・説明の内容の概略を最初に話すと、聞き手は頭
の中におおよそのイメージを描きやすい。まず、
全体像を話し、次に細かい内容を順を追って話
す。これが分かりやすく話すために、大事な点
である。

②　話す速度や音量、言葉の調子や間の取り
方、相手に分かりやすい語句の選択、相手
や場に応じた言葉遣いに注意してスピーチ
している。

・
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☆評価表（観点）
①まじめな態度で、約 分間話せたか？
　（照れたり、ふざけたりせず、 分 秒～ 分 秒以内に話せたなら、○）
②聞き取りやすい声の大きさ、速さ、間の取り方で話せたか？
③みんなの表情を見ながら話せたか？
　（原稿なしで、顔を上げ、みんなの目を見るよう意識できたら、○）
④一文は短く話ができたか？
⑤ナンバリング・ラベリングを使って分かりやすく話せたか？
☆評価：観点の○が つで、○Ａ、 つでＡ、 つでＢ、 つで○Ｃ、 つ以下でＣ

本単元で指導してきたことは以下の 点
）文を短くして話す。：④
）全体像を先に話す。：（今回のスピーチ内容だと、この部分を見取るのは難しかった

ので、上記の項目には入っていない。）
）項目を立てて話す。（ナンバリング・ラベリング）：⑤
 

○電話連絡網の内容を分かりやすく伝えられるよ
うに、書き直す。
・一文を短めに。
　くどい表現にしない。
　大事なことを簡潔に述べる。

）項目を立てて話す。（ナンバリング・ラベリ
ング）
・ナンバリング・ラベリングを説明する。

○例文の内容を、ナンバリング・ラベリングを使
って、話し言葉のスピーチ原稿にする。
 ． 分間スピーチを行う。（部活動紹介）
①学習目標を再確認する。
②デモスピーチ（教員）を見て、具体的なイメー
ジを持つ。
　・ナンバリング・ラベリングを使う。
　・自分が考える つの特徴を紹介する。
　・フリップを使う。
　・原稿は作成しない。
　・部活動に所属していない生徒は、社会体育や

サークルについて話す。
③スピーチの構想を練る
④フリップの作成。
⑤練習
⑥グループ内でプレ発表を行い、アドバイス交換
をする。

①　伝えたいことが相手に伝わるように、工
夫してスピーチしようとしている。

⑦クラス発表
・聞き手は、「評価表」に発表者の評価と、感想等
をメモする。

⑧自己評価等振り返りシートを記入する。

②　話す速度や音量、言葉の調子や間の取り
方、相手に分かりやすい語句の選択、相手
や場に応じた言葉遣いに注意してスピーチ
している。

③　音声の働きや仕組みについて注意し、目
的や場面に応じて適切な音量や抑揚などで
話している。
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①について：恥ずかしがってふざけてみたり、短い話でさっさと終わりにしようとする生
徒がいるので、それを防ぐため。

②③について：「のはらうた」「にじの見える橋」での朗読で指導した事項。

○教師の評価と生徒の評価の間に大きな齟齬はなかった。
○教師の狙っている「つけたい力」の見取り方を生徒も理解できていると考えられる。
○これをもとにすれば、客観的で具体的なアドバイス交換が可能ではないか。
▼声が小さいと、後ろの席の生徒はほとんど内容が聞こえず、②の項目で○の評価でない
と、その他の評価も低いものになってしまう。
▼フリップを読んでしまう生徒。
▼フリップの記述が長く、文章になってしまっていた生徒。
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 三崎中学校　第 学年　国語科指導計画（ 月 週・ 時間）

　相手の立場や考えを尊重し、目的に沿って話し合い、互いの発言を検討して自分
の考えを広げること。（Ｃ－オ）学習内容

身につけたい力（学習目標）
　互いに発言を検討し合い、自分の考えを広げられるような「話し合い」を進める力。

言語活動例
　ア　調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり、それらを聞いて意見を

述べたりすること。

三浦市のマスコットキャラクターのコンセプトを考えよう単元・教材

評　価　規　準

言語についての知識・理解・技能話すことの能力関心・意欲・態度
③　相手や目的に応じて、話の
形態や展開に違いがあること
を理解している。（イ（オ））

②　説明を聞いて、質疑応答や
意見交換をして、自分の考え
を広げている。（オ）

①　調べたり考えたりしたこと
について、聞き手が理解しや
すいように工夫して説明しよ
うとしている。

学　習　の　計　画

時

①指導上の留意点、②Ｂ規準に到達しない学習者への指導・支援
①・本時の話し合いは、「愛川東中方式」（＝授業研究の方法。別紙参照。）に準じた形で行う。
　・発言内容の要点や自分の考えについて、必ず記録を取ったり、メモを取ったりさせる。
　・コメントの交流は必ず聞き手が考えをまとめる「沈黙の 分間」を設けてから行う。
　・この学習をもとに美術の授業で「三浦市のマスコットキャラクター」を作成し、「三浦市プレゼン

テーション大会」で発表するグループの校内選考を兼ねた「プレゼンテーション」の学習を行う。
②・キャラクターのコンセプトと説明について、共通点や相違点を整理したり、目的（＝三浦市のイメ

ージアップ）や相手（＝不特定多数）について確認したりして、意見を持てるようにさせる。
　・他の生徒の発表を聞いて参考にしたい点を確認させ、自分の発表に応用させる。
＊（　）は指導に生かす評価、〈　〉は蓄積する評価　　　　　　　　　 年度の担当（小清水　宣雄）

学習活動具体の評価規準（評価方法）

国語科における言語活動（下線）言語についての知識・理解・技能話すことの能力関心・意欲・態度
　これまでの「話し合い」をふり返り、
今回の話し合いで自分が「頑張ってみ
たいこと」を記述する。
　三浦市の魅力をアピールするとい
う観点から、マスコットキャラクタ
ーのコンセプトを個人で考え、整理
してワークシートに記入する。
　各自の考えたマスコットキャラク
ターのコンセプトとその説明をグル
ープで順番に発表し、それに対する
コメントを交流する。
　個人として全体に提案するマスコ
ットキャラクターのコンセプトとそ
の説明内容を再検討してまとめる。

③　話し合いの中で、考えを伝えるのにふさわ
しい語句の用い方、言葉遣いがどのようなも
のかを理解している。

（話し合いに参加している様子の観察）

②　各自の考えた案とその説明を検討して共通
点や相違点を聞き分けたり、様々な視点や立
場から質問や意見を述べている

〈ワークシート・ふり返りの記述の分析〉

　それぞれの案をクラス全体で共有
して意見交換を行う（よいと思われる
ものを各自 つ選び、選んだ理由に
ついてグループで交流する）。
　これまでの学習を振り返り、「話し
合い」のあり方について考えたことを
まとめる。

①　三浦市の魅力をアピールするという視点か
ら話し合いのために進んで質問や意見を述べ
たり、他者の質問や意見を聞いて考えを深め
たりしようとしている。

〈ふり返りの記述の分析〉
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【個人思考で使用したワークシート】
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〈学習活動 〉 〈学習活動 〉

〈学習活動 　振り返り〉
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【記述したワークシート】

 
〈学習活動 〉 〈学習活動 〉

〈学習活動 　振り返りの記述〉
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【学習活動 　「これまでの話し合いの課題」一覧】
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【学習活動 　生徒が考えた「コンセプト」一覧】
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第 章

三崎中学校　第 学年　国語科指導計画（ 月 週～・ 時間）

　文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをまとめるこ
と。（Ｃ－ウ）学習内容

身につけたい力（学習目標）
　詩の構成や展開、描写の特徴を読み取り、根拠を明確にして自分の考えをまとめる力。

言語活動例
　詩歌や物語などを読み、内容や表現の仕方について感想を交流すること。（Ｃ－ア）

「根拠を持って詩のよさを紹介しよう」
　　詩二編－「大阿蘇」（三好達治）、「わたしを束ねないで」（新川和江）
　　別冊資料編『学びを広げる』「詩の音読・暗唱」

単元・教材

評　価　規　準

言語についての知識・理解・技能読むことの能力関心・意欲・態度
③　詩の中で使われている語句
の意味を吟味したり、語句の
使われ方の微妙な違いを意識
したりしながら読んでいる。

②　感想を交流するために、詩
の構成や展開、表現の仕方に
ついて、具体的な部分を取り
上げて考えをまとめている。

①　詩について感想を持ち、交
流して考えを深めようとして
いる。

学　習　の　計　画
時

 

本
時

①指導上の留意点、②Ｂ規準に到達しない学習者への指導・支援
①・詩の言葉が多用な解釈を可能としていること、また、本単元では詩の構成や展開、描写の仕方に

ついて自分の考えを持てるようになることがねらいであることから、教師が詩についての細かな
解釈や指導は行わないようにする。

②・「くり返し」や「言い換え」などの用例をあげ、語感の違いについて考えさせる。
　・複数の詩を比べて、それぞれにどのような違いや特徴があるかを確かめさせ、意見を持てるよう

にさせる。
　・他の生徒の発表を聞いて参考にしたい点を確認させ、自分の発表に応用させる。
＊（　）は指導に生かす評価、〈　〉は蓄積する評価　　　　　　　　　 年度の担当（小清水　宣雄）

学習活動具体の評価規準（評価方法）

国語科における言語活動（下線）言語についての知識・理解・技能読むことの能力関心・意欲・態度
　学習の目標と課題を確かめる。

　二編の詩を声に出して読み、詩に
描かれた内容をつかむ。

　「作品全体の構成」「表現技法」
「描写の工夫」について、根拠を明確
にして感じたこと・考えたことをワー
クシートにまとめる。

③　詩の中で使われている語句の意味を吟味し
たり、語句の使われ方の微妙な違いを意識し
たりしながら読んでいる。

（ワークシートの記述の確認）

　二編の詩で学習したことを踏まえ、
別冊「学びを広げる」に掲載されてい
る七編の詩を読む。

　七編の詩から自分が一番好きにな
れる詩を選び、詩の特徴やそのよさ
についてまとめる。

　理由を明確にしてグループ内で選
んだ詩のよさを説明し、朗読の工夫
をして紹介する。

②　詩の構成や展開、表現の仕方にどのような
工夫があるかを、具体的な表現に基づいて考
えながら、内容を捉えている。

〈ワークシート・ふり返りの記述の分析〉

②　詩の構成や展開、表現の仕方について感想
を交流しあって確かめている。

（交流に参加している様子の観察）

　これまでの学習を振り返り、「詩の
読み方」について考えたことをまとめ
る。

①　詩の構成や展開、表現の仕方について気付
いたことを具体的にあげながら感想を発表し
合い、考えを深めようとしている。

〈ふり返りの記述の分析〉
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【使用したワークシート】

 

〈学習活動 〉

〈学習活動 〉

〈学習活動 〉
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第 章

三崎中学校　第 学年　国語科指導計画表（ 月 週～・ 時間）

　小説に描かれている人の生き方や社会の在り方について、互いの考えを交流して自分
の考えを深める学習。学習内容

身につけたい力（指導目標）
　文章を読んで人間、社会、自然などについて考え、自分の意見を持つ力。（Ｃエ）

『高瀬舟』（森鴎外）「中学生の国語」（三省堂）単元・教材

評　価　規　準

言語についての知識・理解・技能読む能力国語への関心・意欲・態度
③　小説が書かれた時代の言葉
の意味や使われ方に着目し、
時間の経過による言葉の変化
に注意して読んでいる。

②　小説を読んで、文章に表れ
ているものの見方や考え方の
違いを整理し、人間、社会、
自然などについて自分の意見
を持っている。

①　小説を読み、展開や表現の
仕方を評価して自分の考えを
深めようとしている。

指　導　計　画

学　習　活　動
（下線部：国語科における言語活動）具体の評価規準と（評価方法）時次

　学習の見通しを持つ。
　「高瀬舟」を読んで、文章全体の構成や設定、
語句について確認する。

③　小説に使われている言葉について、そ
れが書かれた時代、人物の描かれ方によ
る用い方や意味の違いを現在の言葉遣
いと比べながら、作品を読んでいる。

（記述の確認）

Ⅰ

　小説の結末の表現の意味について考えるため
に、作品の内容を読み取る。

②　登場人物の心の「ゆれ」や、他の人物の
発言や行動などが与えた影響がどのよ
うなものかを考えながら、作品に描かれ
た世界を理解している。　

（記述の分析）

 Ⅱ

　本文の結末の表現が暗示していることについ
て、考えたことを理由や根拠を示しながら交流
する。

②　作品の最後の一文から、この作品に描
かれている世界や人の生き方について
考えたことを交流することを通して、自
分なりの考えを深めたり広げたりして
いる。

（記述の確認）

　文学作品を読み味わうことの意味について、
『高瀬舟』を読んで、交流したことを通して考
える。

①　文学作品を読んで、表現の仕方と作品
に描かれている世界との関係を考える
ことを通して、人の生き方や社会の在り
方について考えようとしている。

（振り返りの記述の分析）

Ⅲ

①指導上の留意点、②Ｂ規準に到達しない学習者への指導・支援
①・一つひとつの言葉のイメージを大切にするとともに、文章全体との関わりで結末の表現を読むよ

うにさせる。
　・互いの考えを深めたり、広げたりするために、交流は 人グループで「沈黙の 分」、「ジグゾー学

習」を取り入れる。
②・二人が「沈黙」していた理由を一人を取り上げて考えさせたり、「もし自分だったら…」と登場人

物と重ね合わせて読み直させたりして、自分の考えを記述するよう助言する。
年度の授業担当は（小清水）
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【学習活動 　結末の意味を考える】
〈教科書への書き込み〉

〈中央に「最後の一文」を印刷したワークシートへの書き込み〉
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【学習活動 　交流の際に使用したワークシート】

【学習活動 　振り返りの記述】

第 章
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　はじめに
　本校は、併設型の中高一貫校として平成 年度に開校した学校である。 年の歴史を持
つ横浜市立南高等学校の附属中学校として新たに設置されたもので、本年度には中学 年
から高校 年までの 学年がそろい、中高一貫校として完成した。
　本校の第 期生（現中学 年生）は、横浜市立初の中高一貫 年間を学ぶ生徒たちであ
る。したがって、彼らのためのカリキュラムの作成は本校にとって最も重要な課題である。
　国語科について詳しく言えば、中学 年までの国語と高校 年の国語総合との接続。特
に古典の学習をどのように繋いでいくことが、生徒たちにとって最も円滑で効果的な方法
か、ということは私たちが最も時間を使って話し合っているところである。
　このような本校の現状に基づき、中学校での古典指導について昨年度実践してきたこと
を述べていく。

　古典の指導に関わる課題と解決のための具体的な手立て
（ ）高校生の“古典嫌い”という課題
　全国の状況を見て、古典指導に関わる最も大きな課題は、高校生の“古典嫌い”だと言
えよう。
　「平成 年度高等学校教育課程実施状況調査教科・科目別分析と改善点（国語・国語
総合）」（国立教育政策研究所）では、次のように指摘された。

　高校 年生の 割以上の生徒が古文・漢文を好きではないと回答する“古典嫌い”であ
る状況に対し、（指導上の改善点）が以下のように示された。

“古典嫌い”の高校生を生まないために中学校国語科ができること
～「多読」と「音読の重視」をキーワードとして～

横浜市立南高等学校附属中学校　山内　裕介

＜古典＞
　前回調査でも古典の学習に対する「関心・意欲・態度」の向上が課題として指摘されていたが、 
生徒質問紙調査をみると、「古文は好きだ」、「漢文は好きだ」に「そう思わない」又は「どちらか
といえばそう思わない」と否定的な回答をした生徒が依然として多い（今回調査では、古文 .％、
漢文 .％。前回調査では、古文 .％、漢文 .％）。それが、ペーパーテスト調査の結果にも表
れているのではないかと思われる。また、生徒質問紙調査の「古典と現代文の文章を読み比べるこ
と」については、「普段の生活や社会生活の中で役に立つと思った」という回答が .％にとどまっ
ている。「人前でスピーチや説明をすること」や「人前で報告や発表などをすること」という学習
については、ともに半数を超える生徒が役に立つと思ったと回答しているのと対照的な結果とな
っている。生徒の多くが「普段の生活や社会生活の中で役に立つ」と思っていない古典の学習につ
いて、どのように学習の意義を感じさせ、学習の意欲を喚起するか、指導の改善が求められると
ころである。
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　これから 年余りが経過した。この間、学習指導要領の改訂に伴い「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」が設けられ、小学校からの古典指導が始まった。高校生の“古典嫌い”とい
う課題は現状どうなっているのだろうか。本校（南高等学校）の生徒にアンケート調査を実施した。

（ ）南高等学校（ ・ 年）へのアンケート調査から
　昨年 月、高校 ・ 年生 計 名（高 ：男子 名　女子 名、高 ：男子 名　女
子 名）に実施したアンケート調査の結果から、本校における“古典嫌い”の状況につい
て述べていく。
　質問 ・ では、本校の高校生の“古典嫌い”の状況とそれがいつ生まれるのかを明ら
かにするために設定した。

　質問 ・ からは、本校の高校生の約 ％が“古典嫌い”であり、そのうち約 ％が中
学 年までに嫌いになっていることが分かった。“古典嫌い”については、古典文法の教
え込み等を理由とした高等学校での古典指導のあり方、中学校での指導とのギャップに批
判が向けられがちである。しかし、この調査で明らかになったことは、“古典嫌い”を生ん
でいる原因の多くは中学校までの古典指導にあるということである。特に、“古典嫌い”の
％以上は中学 年生までに生まれている。小学校も含め、入門期での古典指導の改善は
非常に大きな課題である。

第 章

○古典の大切さを認識させる
　古典の現代的な価値を理解させ、古典に親しむ態度と能力を育成し、日本人としてのものの見
方、 感じ方、考え方を広げ、深めさせる授業を実践する。
（中略）
　古典を味わうためには、古典を理解するための基礎的・基本的な知識・技能を身に付けていなけ
ればならないことは言うまでもない。しかし、従来その指導を重視し過ぎるあまり、多くの古典
嫌いを生んできたことも否めない。そこで、指導においては、古典の原文のみを取り上げるので
はなく教材等にも工夫を凝らしながら、古人のものの見方、感じ方、考え方に触れ、それを広げ
たり深めたりする授業を実践し、まず、古典に対する関心・意欲を高めることを重視したい。そし
て、そのような指導を通して、古典を理解するための基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせ
ていくことが望まれる。
　具体的な指導においては、敬語に代表される豊かな待遇表現、和文における五七調・七五調や漢
文訓読体が生み出すリズム感、副詞の呼応や疑問・反語表現、和語と漢語が作り出す多彩な語彙な
ど、現代日本語に深く根付いている古典を、生徒にしっかりと理解させる授業を実践する必要が
ある。またあわせて、日本語の語種や漢字の訓読み、旧暦や節句、旧国名など身近に生きている
古典的な事柄を通して古典の現代的な価値を生徒に示し、古典が日本文化の土台にあることを実
感させたい。

質問 　古文は好きだ。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない
%．分からない

質問 　質問 で｢ ｣「 」と思うようになっ
たのはいつ頃からか。

 %．小学生から
%．中学 年生から
%．中学 年生から
%．中学 年生から
%．高校生から
%．分からない
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　質問 では、どのような授業を「楽しい」と感じるかを知るため、現行の学習指導要領
の「伝統的な言語文化」にある指導事項を要素に分けて聞いた。

質問 　次の①から⑦までの学習は楽しいですか。

　これらの結果から、「古典特有のリズム等を味わって音読する」（中 　竹取物語・百人
一首など）、「昔の人のものの見方や考え方を知る」（中 　平家物語・枕草子・徒然草な
ど）、「歴史的背景と結び付けて読む」（中 　奥の細道など）の学習については約 ％の
生徒が楽しいと回答しており、比較的多いことが分かった。
　一方で、「現在と異なる言葉のきまり」（中 ）、「古典のジャンルについて知る」（中 ）、
「表現の特徴などに注意して朗読する」（中 ）、「古典を現在の生活に生かす」（中 ）の
学習については、約 ％が楽しくないと回答しており、他に比べて多いことが分かった。

①現在と異なる言葉のきまり等を知る。
 %．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

②古典特有のリズム等を味わって音読する。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

③古典のジャンルについて知る。
 %．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

④表現の特徴などに注意して朗読する。
 %．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

⑤昔の人のものの見方や考え方を知る。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

⑥歴史的背景と結び付けて読む。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない

⑦ 古典を現在の生活に生かす。
 %．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない
%．そう思わない

 %．分からない
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　本アンケートに回答した高校生の受けた授業の大半は、現行指導要領への移行期の中学
校国語の授業であるため一概には言い切れないが、中学 年での「現在と異なる言葉のき
まり」や「古典のジャンルについて知る」についての指導がうまくいっていないことが、
中学 年での古典嫌いを生む大きな要因になっているのではないかと考える。
　解決策としては、古典の様々な作品を取り上げ、音読を繰り返すことで、原文に慣れさ
せたり、言葉のきまりを理解させたりすることが有効だと考える。

　質問 では、課題解決への具体的な手立てを考えるために、自由記述で高校生に答えて
もらった。それに加えて、そのアンケートの内容を整理し、補足するために実施したイン
タビューから、次のようなことが分かった。

○大半の高校生が、授業内容を理解できないことが古典嫌いの要因だと述べ、「分かりや
すい授業」「理解できる授業」を求めている。そのための手立てとして、「分かりやすい
説明」「ゆっくりと丁寧に授業を進める」「ただ読むのではなく、ポイントを明確にす
る」「分かりやすい現代語訳やマンガ・視聴覚教材を取り入れる」「基礎的・基本的な
事項（知識）を身に付けられるようにする工夫」が必要だとしている。
○「古典の学習を楽しくする」、「古典に興味を持つ」ための手立てとして、「歴史的背景や
登場人物の考え方を理解させる」「教科書にない文章を含め、おもしろい古文を使って
授業をする（オチのある話・ストーリー性のある話など）」「登場人物のエピソードな
ど古典にまつわるおもしろい話を紹介する」「グループでの話し合いや調べ学習などみ
んなが参加する学習活動を取り入れる」「様々な文章に触れるようにする」などの回答
があった。
○「百人一首」カルタ遊びは小中学校で多く取り上げられており、よい印象を持っている
生徒が多い。それをきっかけとして暗唱や調べ学習などに発展させる授業は有効である。

　また、全体的な傾向として高校生は「古典への興味が持てる楽しい授業」「古典を学ぶ
意義が実感できる授業」を受けたという経験が少ないと感じている。その解決方法として、
「学習内容が理解できる分かりやすい授業」「授業の狙いが明確で活動的な授業」を受け
たいと考えていることが分かった。

（ ）“古典嫌い”を生まないための具体的な方策
　以上のアンケート調査などに基づいて、高校生の“古典嫌い”を生まないための具体的
な方策として、次の つを考えた。
　①本物に出会わせる　〜「音読」「朗読」「暗唱」の重視〜
　　古典作品にある古語は現代語と同じ日本語であり、連続したものである。しかし、古
語に触れることの少ない中学生にとっては、古語と現代語とが繋がる部分よりも違いの
方へ目が向いてしまいがちである。それが「古文は外国語のようだ」という意識を持た
せ、古典に親しむことの障壁となり、“古典嫌い”を生む原因となっていると考える。
　　その解決策として、古典の原文の音読・朗読・暗唱を積極的に行うことが重要だと考
える。近代以前の日本語は黙読よりも音読の文化の中にあるものであり、声に出して読

第 章
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むことで初めて本物となると言えよう。音読・朗読・暗唱を通して原文を身体で受け取
ること、生徒の中にたくさんの古語を取り入れさせることで、現代語との違いよりも繋
がる部分に目を向けさせることが大切である。

　②様々な作品に、様々なメディアを通して触れさせる。〜「多読」〜
　　教科書に掲載された古典作品は、生徒が古典に出会うきっかけとなるものであり、そ
れぞれに工夫がされていて有効なものである。しかし、編集に際して様々な制約のある
教科書一つだけで、すべての生徒に古典への興味を喚起させ古典に親しませるのに十分
な指導を行うのは難しい。古典の世界に親しませ、指導事項を効果的に指導するために
は、教科書に掲載されていない章段や他の作品を読ませることが必要である。
　　現在、中学生にも分かりやすい現代語訳で書かれた書籍やマンガ、興味を持たせやす
いアニメなどの授業での有効な教材となり得るものが多数存在するし、次々に登場して
いる。それらを活用し、様々なメディアから古典の世界に触れさせることは非常に効果
的である。

　③古典を読む目的や視点を明確にした学習活動を設定する。
　　これまでの古典の授業に多かった訓詁注釈的な授業から脱却し、付けたい力を明確に
した活動的な授業を行うことは非常に大切である。また、「Ａ話すこと･聞くこと」「Ｂ書
くこと」「Ｃ読むこと」の領域と関連させたり、「伝統的な言語文化」の指導事項一つの
指導に特化した授業を構想したりして、生徒に古典を学ぶ意義を実感させ、学習内容を
理解しやすくすることは今求められている授業の姿である。

　以上の 点を意識して、単元を構想し、授業を実践しながら中高 年間のカリキュラム
作成を進めている。それらの実践から一つを次に紹介する。
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　授業実践「扇の的 ―『平家物語』から」（『国語 』光村図書）
（ ）学習指導案

　期　間　　　　　平成 年 月中旬

　場　所　　　　　横浜市立南高等学校附属中学校 年 組教室

　生　徒　　　　　 年 組　 名（男子 名　女子 名）

　単元名　　　　　四者の視点から「扇の的」を読み、想像したことをプレゼンする

　言語活動　　　　「扇の的」に登場する四者の心情を想像してプレゼンする

　教　材　　　　　「扇の的 －『平家物語』から」（『国語 』光村図書）
　　　　　　　　　　「国語便覧」（浜島書店）
　　　　　　　　　　「ビギナーズクラシックス 平家物語」（角川ソフィア文庫）
　　　　　　　　　　「マンガ日本の古典　平家物語」（中公文庫）
　　　　　　　　　　「 min box 平家物語」（ＮＨＫ）

　単元の評価規準

　指導と評価の計画
 

第 章

国語科学習指導案
　

授業者　山内　裕介　

言語についての知識・理解・技能話す・聞く能力国語への関心・意欲・態度

○　登場人物のものの見方や考
え方に触れ、登場人物の出来
事の捉え方や思いを想像して
いる。（（ ）ア（イ））

○　プレゼンを聞きながら話の
要点やその根拠をとらえ、自
分の考えと比較しながら共通
点や相違点を整理している。
（エ）

○　資料を基にして考えたこと
をプレゼンしたり、互いのプ
レゼンを聞いたりして、自分
の考えを広げようとしている。

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

・学習のねらいと言語活動の内容
を具体的に示し、学習の見通し
を持たせる。

○　学習のねらいや進め方をつか
む。

・「軍記物語」「諸行無常（無常観）」
「平曲（琵琶法師）」について確認
する。

○　「国語便覧」で『平家物語』の
基本的な事柄を確認する。

平家物語の全体像をつかむ

【第 時】
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評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

・教師に続いて音読する。
・「七五調（いろは歌）」、「対句
表現」を確認する。

・「国語便覧」の現代語訳を読み、
「諸行無常（無常観）」を確認
する。

・教師に続いて音読する。

○　「冒頭」の原文を音読する。

○　現代語訳を読んで、内容を捉
える。

○　「扇の的」の原文を音読する。

【評価規準】
［言語についての知識・理
解・技能］
登場人物のものの見方や
考え方に触れ、登場人物
の出来事の捉え方や思い
を想像している。（（1）ア 
（イ））
【評価方法】
ワークシートとノートの
記述

・プレゼンで発表する具体的な事
項を確認する。

①「扇」を射た場面、「年五十ばか
りなる男」を射た場面、ともう一
つの場面を選び、 つの場面の
心情を想像し、発表する。

②想像した心情の根拠を他の資料
等から明らかにする。

③ 分程度で発表する。

○　那須与一・源義経・源氏の武者
　・平家の人々の四者がそれぞれ

「扇の的」の出来事をどのよう
に捉えたかを考え、プレゼン
することを確認する。

○　 人グループに分かれ、それ
ぞれの担当を決める。 グルー
プずつになるようにする。

・「宇治川の先陣」「坂落とし」
「敦盛の最期」「弓流し」のマン
ガや現代語訳を配布する。 

・必要に応じて、「国語辞典」「国
語便覧」等 他の資料を参考にす
るよう促す。

○　「扇の的」に関連する他の章段
を読み、四者それぞれのものの
見方や考え方 、互いの関係が分
かる部分に線を引く。

【第 時】

冒頭と「扇の的」の原文を音読する。

学習の課題をとらえ、学習の見通しを持つ。

「扇の的」に関連する他の章段を読む。

・知ったことや気付いたことをメ
モしながら視聴するように指示
する。

・「平家」：紅旗・西・海側
　「源氏」：白旗・東・陸側 のように
それぞれの特徴を確認する。

○　「 min box平家物語」を視聴
して、『平家物語』のあらすじを
つかむ。

・「扇の的」の場面や状況を確実に
捉えさせる。

○　「国語便覧」や「Google Earth」
で屋島の位置を確認する。

○　「マンガ」を読んで、屋島の戦
いの流れを理解する。

・「ビギナーズクラシックス」の現
代文を読む。

○　「扇の的」の現代語訳を読む。

『平家物語』全体での屋島の戦いの位置と、「扇の的」までの
流れや場面の状況を捉える。

「扇の的」を通読する
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第 章

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

【評価規準】
［言語についての知識・理
解・技能］
登場人物のものの見方や
考え方に触れ、登場人物
の出来事の捉え方や思い
を想像している。
【評価方法】
ワークシートとノートの
記述

・起立し、声を合わせて音読する。
音読に詰まるところがあれば、
止めて繰り返し音読させる。

・意味を思い浮かべながら音読す
るよう指示する。

○　「冒頭」「扇の的」の原文を音
読する。

・「ビギナーズクラシックス」と教
科書とを読んで、「扇の的」のう
ち舟に扇が出される場面から、
男を射る場面までを読ませる。

○　「扇の的」の場面のうち、与一
が扇を射る場面、男を射る場面
に加えて、もう一つ心情を想像
する場面を選ぶ。

○　 つの場面それぞれについて
担当する人物の気持ちを一文で
表現する。

『平家物語』の原文を音読する。

【第 時】

「扇の的」の中の つの場面での担当する人物の心情を想
像する。

【第 時】

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

・起立し、声を合わせて音読する。
音読に詰まるところがあれば、
止めて繰り返し音読させる。

・意味を思い浮かべながら音読す
るよう指示する。

○　「冒頭」「扇の的」の原文を音
読する。

【評価規準】
［言語についての知識・理
解・技能］
登場人物のものの見方や
考え方に触れ、登場人物
の出来事の捉え方や思い
を想像している。
【評価方法】
ワークシートとノートの
記述

・「宇治川の先陣」「坂落とし」
「敦盛の最期」「弓流し」のマ
ンガや現代語訳を配布する。

・必要に応じて、「国語辞典」
「国語便覧」等 他の資料を参考
にするよう促す。

○　「扇の的」と関連する他の章段
を読み、四者（那須与一・源義経・
源氏の武者・平家の人々）それぞ
れのものの見方や考え方、互い
の関係が分かる部分に線を引い
たり、考えを書き込む。

・「アイスプラネット」での学習を
想起させる。

・心情などに変化のある場合、場
面ごとの変化を図で明らかにさ
せるよう指示する。

○　「扇の的」におけるそれぞれの
ものの見方や考え方、お互いの
関係を表した人物相関図を作成
する。

「扇の的」と関連する他の章段から、四者のものの見方や
考え方の特徴を捉える。

「扇の的」における四者のものの見方や考え方、互いの関
係を図で整理する。

『平家物語』の原文を音読する。



－ 167 －

 

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

・起立し、声を合わせて音読する。
音読に詰まるところがあれば、
止めて繰り返し音読させる。

・意味を思い浮かべながら音読す
るよう指示する。

○　「冒頭」「扇の的」の原文を音
読する。

【評価規準】
［話す・聞く能力］
プレゼンを聞きながら、
話の要点やその根拠を捉
え、自分の考えと比較し
ながら共通点や相違点を
整理している。
【評価方法】
ノートの記述

・実物投影機（OHC）を使ってテ
レビにフリップを映し出しなが
ら行う。

・第 時に作成した人物相関図と
比較しながら、メモするよう指
示する。

○　「那須与一」「源義経」「源氏
の武者たち」「平家の人々」の順
にグループごとに発表する。

○　プレゼンを聞きながら、ノー
トにメモを取る。必要に応じて
質問する。

【評価規準】
［国語への関心･意欲･態
度］
資料を基にして考えたこ
とをプレゼンしたり、互
いのプレゼンを聞いたり
して、自分の考えを広げ
ようとしている。
【評価方法】
振り返りの記述

・平家物語に登場する人物のもの
の見方や考え方について考えた
ことを中心に書くよう促す。

○　プレゼンを通して考えたこと
を交流し、単元の学習を通して
考えたことをノートにまとめる。

『平家物語』の原文を音読する。

【第 ・ 時】

プレゼンテーション大会を開く

評価規準・評価方法指導上の留意点学習活動

・起立し、声を合わせて音読する。
音読に詰まるところがあれば、
止めて繰り返し音読させる。

・意味を思い浮かべながら音読す
るよう指示する。

○　「冒頭」「扇の的」の原文を音
読する。

【評価規準】
［言語についての知識・理
解・技能］
登場人物のものの見方や
考え方に触れ、登場人物
の出来事の捉え方や思い
を想像している。
【評価方法】
ワークシートとノートの
記述

・「扇の的」や他の資料から、そ
のように考えた根拠を挙げさせ
る。

○　 つの場面それぞれについて
担当する人物の気持ちを一文で
表現し、そのように考えた根拠
を明確にする。

・スライドで映し出す画面とその
際に説明する内容とをワークシ
ートに整理させる。

○　プレゼンの発表メモを作成する。
○　フリップを作成し、プレゼン
の準備をする。

『平家物語』の原文を音読する。

【第 時】

「扇の的」の中の つの場面での担当する人物の心情を想
像する。

プレゼンの準備をする。

学習の振り返りを行う
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（ ）単元構想に当たって
　① 「話すこと・聞くこと」と関連させる
　本単元で重点的に指導する指導事項は、「古典に表れたものの見方や考え方に触れ、登
場人物や作者の思いなどを想像すること」（〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項〕第 学年（ ）ア（ ））である。それを効果的に指導するため、「話すこと・聞くこ
と」の領域と関連させ、「扇の的」に登場する四者の心情を想像してプレゼンするという言
語活動を設定し、「話の論理的な構成や展開などに注意して聞き、自分の考えと比較する
こと。」（「話すこと・聞くこと」第 学年エ）を合わせて指導した。
　生徒は本単元の前に、「パンフレットに載せる学校のキャッチコピーを考えプレゼンす
る」という学習を行っている。その際に、異なる立場や考えを想定して自分の考えをまと
めることや目的に応じて資料や機器などを効果的に活用することなどを学習している。そ
れらを活用し、本単元では「扇の的」の登場人物それぞれの思いや、ものの見方・考え方
について発表した。

　② 他の章段に様々なメディアを通して触れさせる（「多読」）
　「扇の的」には以下の人物が登場する。「那須与一」「源義経」「伊勢三郎義盛」「年
若い女房」「年五十ばかりなる男」「平家の方」「源氏の方」。それらを「那須与一」「源
義経」「源氏の武者たち（伊勢三郎義盛・源氏の方）」「平家の人々（年若い女房・年五
十ばかりなる男・平家の方）」の四者に整理し、それぞれのものの見方や考え方、思いな
どを想像させた。しかし、「扇の的」の文章一つだけを読んで、生徒が彼らの心情を想像す
ることは難しいと判断し、それぞれのキャラクターがよく表れている他の章段に触れさせ

第 章
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ることとした。
　まず、『国語便覧』（浜島書店）を読んだり、「 min box 平家物語」（ＮＨＫ）を視聴し
たりして平家物語の全体像をつかませた。そして、四者それぞれのものの見方や考え方な
どを捉えるため『ビギナーズクラシックス　平家物語』（角川ソフィア文庫）や『マンガ
日本の古典　平家物語』（横山光輝　中公文庫）から、「宇治川の先陣争い」「坂落とし」
「敦盛の最期」「屋島の戦い」を読ませた。また、『吾妻鏡』にある頼朝の巻狩に同行し大
鹿を打ち損じたことを恥じ、出家した下河辺行秀の話を紹介した。現代語訳だけでなく、
映像・地図・写真・マンガなど様々なメディアを通して触れさせることで、生徒はより明
確に登場人物のイメージを持つことができた。

（ ）単元の学習の実際
　① 古典の授業は一斉音読から始まる
　授業では、毎時間の最初の
分程度を使って起立して一斉音
読をした。音読するのは、教科
書（『国語 』　 光村図書）に
掲載された「平家物語」の冒頭、
「扇の的」「弓流し」の原文で
ある。生徒たちの音読は初めは
ややたどたどしさもあるものだ
ったが、繰り返していくうちに、
平家物語独特のリズムを感じながら身体を動かしたり、身振り手振りを入れるなど意味を
捉えて読んだりする生徒が増えていった。
 

○正直、今まで古文はよく分からないし、なんか読みたくなかったけど、何度も音読
したり、資料を見ていくと、理解できて素直に面白いと思ったし、難しいけどその
一つひとつに意味があると思うと興味がわいた。
○境遇の違う人々の心情を考えるのはとても難しかった。しかし、ただ一つの資料か
ら考えるのではなく、たくさんの資料から考えることができたので、たくさんの視
点から見ることができた。

生徒の振り返りから

○まずはじめに音読をしたことにより、古文ならではの独特なリズムに慣れ親しんで
いくことができた。
○原文でも何となく雰囲気を感じ取れた気がした。もっと昔の日本語のルールを理解
して、原文だけでも古典を楽しめるようになりたいと思った。

生徒の振り返りから
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② 既習の学習活動を取り入れる 〜「人物相関図」〜
　「扇の的」の登場人物のものの見方や考え方を捉えたり、思いなどを想像したりする際
に「人物相関図」を作成する学習活動を設定した。これは、「アイスプラネット」（『国語
2』光村図書）で学習活動として設定した生徒にとっては既習の内容である。「アイスプラ
ネット」では、作品の叙述に基づいて、主人公の「悠太」「ぐうちゃん」「父」「母」そ
れぞれのものの見方や考え方の特徴、お互いをどのように見ているかということについて
図で整理した。それを踏まえ、生徒たちは「那須与一」「源義経」「源氏の武者たち」
「平家の人々」の四者のものの見方や考え方の特徴、お互いの関係などを、「扇の的」やそ
の他の章段などから読み取り整理した。 

第 章

○班で意見交換していると、手柄のために戦っている武士が多いことを発見し、納得
できた。
　与一が自分の力に自信がなく扇を射るのに積極的ではないことは義経との会話から
分かった。
○源氏の中でも源義経と源氏の人々とでは戦い方などの考え方について違いがあり、
源氏と平氏とではモチベーションなどほとんど真逆でありおどろいた。

生徒の振り返りから
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③「話すこと・聞くこと」の指導事項
　プレゼンは、グループごとに「那須与一」「源義経」「源氏の武者たち」「平家の人々」
から つを担当し、「扇の的」の つの場面での思いについて想像したことを発表した。
つの場面とは、与一が扇を射た場面、与一が年五十ばかりなる男を射た場面に加えて、
グループで担当する人物の心情が最もよく表れていると考え設定した場面である。
　プレゼンの準備の段階では、それぞれの作成した「人物相関図」を基にして話し合い、
担当する登場人物への理解を深めていった。また、心情を想像する際の参考資料として配
付した他の章段の内容を再検討し、グループの考えの根拠として示すよう促した。
　プレゼンの発表会では、「話すこと・聞くこと」の重点化する指導事項である第 学年エ
の内容に基づき、評価規準を「プレゼ
ンを聞きながら話の要点や根拠を捉え、
自分の考えと比較しながら共通点や相
違点を整理している。」とした。その
際に、生徒は自分が作成した「人物相
関図」と比較しながら聞き取り、ノー
トにメモとして整理した。 
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　成果と課題
（ ）生徒へのアンケート結果から
　「扇の的」の実践を終えた時点で、中学 年生を対象にアンケート調査を行った。結果
は以下の通りである。

　「平家物語」の学習について約 ％の生徒から「楽しい」という回答があった。理由と
しては、グループでの話し合いやプレゼンの発表会を通して様々な考え方に触れたり、新
たな発見や気付きが生まれたことが最も多く挙げられた。次に多かったのが、音読を繰り
返すことで古典独特のリズムに親しむことができたことや、古語と現代語とのつながりを
感じたり、原文だけで意味が分かったりする経験が出来たこと。そして、「平家物語」の複
数の文章に触れて、当時の人々のものの見方や考え方と、現代との共通点や相違点などを
理解することができたことも挙げられた。「古文は好きだ」と回答する生徒が約 ％あっ
たことと合わせて考えても、古典に親しむための つの方策として挙げた事柄とその実践
がある程度の成果を上げていると考えている。
　一方で、「平家物語」の学習について「楽しい」と回答しない生徒が約 ％いたこと、古
文は好きではないと回答した生徒が約 ％いたことは大きな課題である。
　彼らの最も大きな理由は、古典の原文への抵抗感である。「平家物語」の学習において
音読を通して古文のリズムに親しんでも、現代語訳やマンガなどを通して様々な作品に触
れても、「古文を読んで意味が分かる」というところには至っていないということが、生徒
たちが「楽しい」と感じられない理由である。

同様の記述は、高校生へのアンケートにもあった。 

質問　「平家物語」の学習は楽しい。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない

 %．そう思わない
 %．分からない

質問　古文は好きだ。
%．そう思う
%．どちらかといえばそう思う
%．どちらかといえばそう思わない

 %．そう思わない
%．分からない

○もっと一つひとつを細かく教えて欲しいです。
○そろそろ高校生のやり方も少しずつ取り入れていった方がいい。高校生になったと
きに急に古文が難しく感じる人が出たり嫌いになりそうな人がいそうだから。
○今までの学習のやり方に加えて、「こういう言い回しの時は○○という意味である」
みたいな、古文についての基本的な知識も頭に入れておきたい。

生徒のアンケートから

　中学時代、古文の授業では文法をやっていないので受験勉強で苦労しました。（授
業では本文にさらっと触れる程度で終了しました）なので、文法をしっかり授業の中
に取り入れること、またそのときに有名な作品の例文を例示するなどをすると、私個
人としては好きになれる気がします。文法は内容を理解する上で単語並みに重要だと、
今までの経験上痛感しました。　　　　　　　　　　　　　　　　（高校 年　女子）

高校生のアンケートから
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　「古典の学習＝原文を読んで内容を理解できるようになること」という意識を強く持つ
生徒にとっては、現代語訳を読んで内容を理解しても「古典の作品を読んだ。（読めるよ
うになった）」ということにはならない。何度も繰り返し音読したり、現代語訳と見比べ
ながら読んだりしないと理解できないという「原文への抵抗感」が約 ％の“古典嫌い”
の大きな原因であり、そういった生徒に対応していく授業を実践していくことが具体的な
課題である。

（ ）“古典嫌い”を減らすための具体的な手立て
　「原文への抵抗感」を持つ生徒に対する手立てとしては、音読や様々な作品に触れさせ
る多読を古典の学習の中により一層取り入れていくことが重要だと考えている。
　平成 年度の「全国学力・学習状況調査」では伝統的な言語文化の問題として、「さくら
さくら」が取り上げられた。また、解説資料には「身近な古典に親しむ指導の工夫」とし
て、次のような記述がある。

　ここでは、教科書に掲載されている作品だけでなく、幅広く文語で書かれた作品を教材
として取り上げ、音読を通して文語のきまり等を理解させていくことが求められている。
　それらを踏まえ、簡単で生徒が興味を持てるような様々な種類の古典作品を積極的に取
り上げていきたい。具体的には、先に示された唱歌や童謡、説話や笑い話、生徒にもなじ
みのある昔話（御伽草子・伊曽保物語など）は有効な教材になり得ると考えている。授業
の一部を使って様々な種類の作品を音読する帯単元を設定したり、家庭学習用に資料を作
成したりすることなどは原文への抵抗感を軽減し、“古典嫌い”を減らしていく上で効果的
な方法だろう。
　今後も様々な古典作品に触れさせ、音読を重視することで原文への抵抗感をなくし、古
典を読む目的や視点を明確にした授業を実践することで、生徒の古典に親しむ態度を育て
ていきたい。

第 章

　古典の学習の際には、小学校における学習を踏まえて、引き続き古典に親しむこと
が大切である。そのためには、文章を読むことと関連して文語のきまりや表現の技法
について理解すること、音読を通して古典特有のリズムに気付くこと、内容を大まか
に捉えることなどが求められる。文語で書かれた唱歌や童謡などを伝統的な言語文化
に親しむための教材として改めて取り上げることも考えられる。
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関連する資料を用いながら、古典の現代語訳を読み、語句の意味を的確に
捉えたり、場面の状況や登場人物の描写の理解を深めたりする力。

目　　　　　標
（身に付けさせたい力）

・事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を
加えたり、描写を工夫したりして書くこと。　 （第 学年Ｂ「書くこと」ウ）
・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材料の活用の仕方などについ
て意見を述べたり助言をしたりして、自分の考えを広げること。

（第 学年Ｂ「書くこと」オ）
・相手や目的に応じて、話や文章の形態や展開に違いがあることを理解する
こと。

（第 学年イ（オ））

学　習　内　容

単元名：学校ポスターのキャッチコピーを書く
教　材：本校の学校ポスター（昨年度のもの）単　元・教　材

評　価　規　準
知識・理解書く能力関心・意欲・態度

○　相手や目的に基づ
いた簡潔な文章の形
態について理解する。

○　伝えたいメッセージが読み手に効果的に伝
わるように、描写を工夫したり、表現技法を
用いたりして、簡潔な文章を書いている。
○　書いた文章を読み合い、伝わる「メッセ
ージ」、「表現の工夫と効果」を観点として
意見を述べ合うことを通して自分の考えを
広げている。

○　自分の伝えたいメッセー
ジが読み手に効果的に伝わ
るように、表現の仕方を工
夫して簡潔な文章を書こう
としている。

授　業　計　画
学習活動知識・理解読む能力関心意欲態度

①身の回りのキャッチコピーを
集め、それらについて「メッ
セージ」と「表現の工夫と効
果」の つの観点から分析
し、キャッチコピーの表現の
特徴について理解する。
②グループでブレインストーミ
ング（ウェビング）し、キャッ
チコピーを通して伝えたいメ
ッセージを明確にする。
③メッセージが効果的に伝わ
るように、描写を工夫したり、
表現技法を取り入れたりして
キャッチコピーを書く。

○　相手や目的に
基づいた簡潔な
文章の形態につ
いて理解する。

○　伝えたいメッセージ
が読み手に効果的に伝
わるように、描写を工
夫したり、表現技法を
用いたりして、簡潔な
文章を書いている。

・
第
一
次

④個人でつくったキャッチコピー
を、「メッセージ」「表現の工
夫」などの観点からグループ
で読み、それぞれの部門ご
とに品評会に出品する作品
を選ぶ。必要に応じて、キャ
ッチコピーの修正を行う。

○　書いた文章を読み合
い、伝わる「メッセージ」、
「表現の工夫と効果」を
観点として意見を述べ
合うことを通して自分の
考えを広げている。

第
二
次

⑤学級で品評会を開き、「メッ
セージ」「表現の工夫」など
の部門ごとに最高金賞を
決定する。
・グループごとに出品した理由
を述べる。
・学級全体で話し合い、最高
金賞を贈る作品を決める。
（複数でもよい。但し、全員
の合意に基づくものとする。）

○　自分の伝えた
いメッセージが
読み手に効果的
に伝わるように、
表現の仕方を工
夫して簡潔な文
章を書こうとし
ている。

・
第
三
次

国 語 科 学 習 指 導 案
第 学年 国語科学習計画 （ 月 週・ 時間）
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